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午前９時０５分開議

○議長（中井 勝君） 皆さん、おはようございます。

第１０５回新温泉町議会定例会２日目の会議を開催するに当たり、議員各位には御多

用のところ御参集を賜り、厚くお礼を申し上げます。

本日は、初日に引き続き、一般質問を中心に議事を進めてまいりたいと存じます。議

員各位におかれましては、格別の御精励を賜り、議事の円滑な運営に御協力をいただき

ますようお願いいたします。

町長、挨拶。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 皆さん、おはようございます。

本日は、昨日に引き続き、５名の議員の方々から一般質問をいただいております。質

問に対し、誠心誠意答えてまいりたいと思っております。今日もよろしくお願いいたし

ます。

○議長（中井 勝君） ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しておりますので、

第１０５回新温泉町議会２日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

・ ・

日程第１ 一般質問

○議長（中井 勝君） 日程第１、一般質問に入ります。

初日に引き続き、受付順に質問を許可します。

初めに、１１番、中村茂君の質問を許可します。

１１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） それでは、中村茂、一般質問させてもらいます。

大きく２点の内容で行います。いずれも町総合計画後期基本計画策定に伴う内容であ

ります。第２次新温泉町総合計画後期基本計画策定支援業務という契約を、開札結果を

目にしたとこであります。一方、関係深い町地方創生総合戦略の計画期間は、町総合計

画との一体性を図るために、期間を２年間延長して令和３年度末とされてきた背景があ
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ります。既に本年２月に同戦略が改定され、個々の具体的な施策と重要業績評価指標、

ＰＦＩ、ＫＰＩですが、この見直しを行われているとこであります。見方によれば後期

基本計画に向けての準備段階というふうに捉えました。次の点をただしたいと思います。

まず、１点目ですが、前期計画の終盤で、当初の町地方総合戦略の完了の時点という

時期ですが、同重点戦略の４つの基本目標の実績評価をどのように捉えているか。既に

町地方創生総合戦略、令和元年度実施報告として、ＫＰＩ、重要業績指標も整理されて

おります。基本目標、個々の実績評価の見解を聞きたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。本町の地方創生総合戦略につきましては、当初

の計画期間が令和元年度まででありましたが、今後、総合的に行政運営を進めるため、

令和４年度を最初の期とする第２次新温泉町総合計画後期基本計画の中に総合戦略の内

容を包含し、一体的に運用することが望ましいという判断の下、令和２年２月、総合戦

略の計画期間を２年間延長するとともに、ＫＰＩ、重要業績評価指標の改定を行ってお

ります。

総合戦略の実績状況につきましては、これまでから新規事業、そして事業の拡充を行

っていますが、４つの基本目標に掲げる、観光、入り込み客数、そして出生数など、数

値目標については成果が伸びていない状況がありますので、実績としては厳しいものが

あると考えております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 簡単な答弁だったと思うんですが、私は個々の実績評価

を求めたとこであります。基本目標、まちを支える産業の振興、基本目標２、まちでも

てなす交流の拡大、基本目標３、まちが見守る若者の未来、基本目標、まちでゆったり

安心暮らし、ここのね、これぐらい最低限、答弁が欲しいんですが、どうですか、町長。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この、今、議員から指摘を受けた４つの基本目標に掲げる数値

目標と実績であります。基本目標１として、例えば若者就業数、平成２６年度が２０人

でありました。令和元年度、２０人ということで、変化なし。それから、基本目標２で

あります。観光入り込み客数、平成２６年度が、観光ああが２５あ ０００人、令和元

年度が２２あ ０００人。基本目標３の出生数であります。平成２６年が８５人、令和

元年が６１人。それから、基本目標４として、自主防災組織の訓練実施率、平成２６年

度が５⒌１％、令和元年度が５⒈２％と横ばい、ちょっとダウンであります。また、一

部には未着手の事業もありますので、そういった部分につきましては、早期の事業、検

討、取組が必要だと考えておりますし、現在、実施中の事業においても事業効果を確認

し、取組の進化、拡充が必要だと考えております。以上です。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） ちょっと答弁がもう少し、数字を披瀝していただいて答
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弁いただいたんですが、この基本項目４項目についてはもう少し成果を分析されて答弁

が欲しかったんですが、またその時期は後刻というか、後期の策定の中で来ると思いま

すから、この辺りにしたいと思うんですが、昨日の同僚議員の質問で、総合計画、要は

計画重視ということが答弁にあったように思います。従来の町長の答弁から、この辺と

いうのはかなり斬新、新鮮だなと、僕はそういう気がしたんですが、それはそれでいい

と思います。ただ、今の見解の中で、町長、忘れてないのかなという部分が、町長の就

任しての政策テーマが、温泉を生かしたまちづくりということを大きな目標にしており

ました。今、少し披瀝があったんですが、観光入り込み１５０あ人を目標、健康長寿、

県下一ということがありました。これの実績評価というのはどのように捉えているのか

なということを聞いてみたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 当初の大きな目標であるおんせん天国の活性化につなげる施策

の中で、入り込みを１５０あ人という大きな目標を掲げております。そういった目標を

いかにしてやるか、いろんな施策の中で少しずつ実施する中で、今回、コロナという大

変大きな事件が起きてしまったということで、計画がかなり進捗度が遅れている、その

ように思っておりますし、今後、このコロナ終息後における流れが変わってくると考え

ております。今回、ＧｏＴｏキャンペーンの中でも、キャンペーンが始まることによっ

て大きくこの１か月、来町、ああも増えてきております。コロナが拡大する中でちょっ

とキャンセルも出て、大変流れが変わろうとしている状況もあるんですけど、コロナ終

息後においては目標達成に向かって頑張りたい、そのように思っております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 町では、この新温泉町地方創生総合戦略、令和元年度実

績報告書、これがかなり細かく、ＫＰＩの達成率も含めてまとめられております。そう

いうところから答弁が欲しかったんですが、今、町長の観光入り込み、また健康長寿の

部分で、この中から数字を拾ってみました。観光入り込み客数については、基本目標２

の部分で、まちでもてなす交流の拡大の中で、基準値を１０７あ ０００人、これは平

成２８年当時ですかね、それで、目標値が令和３年で１２０あ人という目標を定めてお

られました。これ、コロナ関係なしであります。実績が１０７あ ０００人、一ら増え

てるという町長のお話でしたが、この数字を見ると全く増えてない、そんな気を持ちま

す。また、健康長寿については具体なＫＰＩはないわけですが、関係の部分、健康長寿

という部分で見ると、基本目標４、まちでゆったり安心暮らしの特定健康受診率という

ものが、僕は想定しました。基準値が４⒈５％、受診率、目標値は令和３年で６０％で

あります。それが令和元年で４⒊２６％という実績であります。全て当局の資料による

とこでありますが、こういう中で、確かにどんどん伸びてるし、実績評価上がってるよ

っていうことでは、町長、さっきおっしゃらなかったんですが、そういうね、結構厳し

く、目標達成ができてないということがあるということをやっぱり現状認識をしてほし
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いなと、そういうふうに思うとこであります。

ここで町長の見解求めたいですが、ちょっと時間もありますので、これら施策、ＫＰ

Ｉの実績数値はかなり部分的に上ってる部分もありますし、停滞してる部分、それはま

ちまちでありますが、多分これが１００％達成しても望むとこに行くかどうかという判

断は、やっぱり住民の満足度という部分ではないでしょうか。仕事、結婚、子育て、住

環境の整備等、町民の住みよい満足度から見た評価であるべきと、結果的には。その延

長の下で定住とか移住とかが選択される町ということにつながるのではないかと、そん

な気を持っておるとこであります。またちょっと後にこの件については触れますので、

また改めて答弁欲しいと思います。

失礼いたしました、もう１点。さっき基本目標の部分で、これ最新情報で、僕、昨日、

夕べ気がついたんですが、従来からお願いしてきた部分、移住の関係であります。項目

的には基本目標４になりましょうか。近年、移住が、これ、数字の取り方で変わると思

うんですが、数件、毎年移住が伸びてる。令和元年度でいえば６件、人数効果として１

８名の効果が示されております。どんどん人口減る中で、移住で１８名入ってきてると

いうことは大変すばらしいなと思いますし、その中で町のホームページ、最新情報出て

おりました。定住支援策一覧、この中に８３項目の定住促進策が示されております。町

長、これ、御存じでしたか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 一ら確認はしております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） この春から移住コーディネーターを配置して、ようやく

形が見えてきたと、そういうふうに私は評価したいと思います。ぜひ今後、移住専用ペ

ージを計画してるようですし、そういう部分ではどんどん伸ばしてほしいなと。実績数

値も徐々に、そりゃ何百人なんか無理ですけどね、やっぱり積み重ねが大事ですから、

そういう部分ではぜひ引き続き頑張ってほしいと思います。

次の質問に入ります。同地方創生総合戦略の戦略中の部分で、⑶新温泉町の人口減少

の克服と基本的方向という部分があります。本町の人口動態、社会減の状態が続いてる

と。転出の抑制、転入の促進、そういう部分を進めたい。また、転入、転出数の均衡、

移動ゼロを目指したいとあります。また、特殊出生率については、県内でも比較的高い

数値で推移してる、当時ですね、出生数の増加による自然増を目指し、新温泉町人口ビ

ジョンに示す目標とすべき将来人口の実現を図りますとあるんですが、この目標に対し

て実績、また、現状はどのように捉えているか質問いたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 合併した１５年前は⒈８以上ということで、合計特殊出生率は

県下でもトップランクでありました。現在は⒈４台ということで、非常に厳しい出生、

合計特殊出生率の実態があります。

－５－



まず、転入、転出の数などについて現状を報告いたします。転入、転出数の状況とし

て、令和元年は、元年度じゃなしに令和元年であります。転入が２６６人、転出が３６

４人、また９８人が社会減となっております。目標値は、社会減についてはマイナス６

５人となって、目標の未達成という状況であります。しかしながら、近年は以前に比べ

転出者数が減少傾向にあるため、引き続き定住対策に取り組むとともに、併せてＵター

ンなどの転入対策についても充実させていきたい、そのように考えております。

また、合計特殊出生率については、新温泉町人口ビジョンに短期的目標として⒈８２

を上げておりますが、直近の国勢調査結果に基づき算出した数値では、平成２２年に⒈

７６であったものが、平成２７年には⒈４３と大きく低下をいたしております。県下４

１市町の中で、これまでの合併した４位から３０位と大きく後退いたしております。そ

のような現状であります。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 数字はごまかしはできないもので、おっしゃるとおりだ

と思います。その中で、社会増減について、当初、合併時は２３０人台ぐらいだったん

ですが、令和元年度頃に１００人ぐらいになっておると。そういう中で、転出超過とい

うことが縮小してきてると、それは喜ばしい部分ですが、ただし、これは単純に喜んで

いいのかなと。僕、ある部分では、この町内含めて社会の動きが縮小してると、厳しく

言えばそんなことではないかっていう気がするんですが、この件、町長、いかがですか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 流れが大きく変わってきた原因はいろいろあると思います。例

えば商店の数も、先日、浜坂駅前から三角までずっと見てまいりましたが、軒並み、私

が高校時代から比べると、もうじゅうたん爆撃のように、本当に店舗が減少していると

いう大変寂しい状況があります。そういった中で、後継者が自分の店を継がない、結果

的に大都会などに転出していかざるを得ない、そういう厳しい現状があると認識をいた

しております。また、商工会の会員にしても合併当初、６００以上の商工会会員数があ

ったんですけど、今は４００台ということで、本当に激減しているという状況もありま

す。やはり働く場所、特に中小企業、事業所のこの在り方が改善されないと地域になか

なか残っていただけない。それは大型店舗立地法になってから、こういった、特に小売

店が消滅していったという、そういう経過もあります。基本的には国が考えて政策をチ

ェンジしないと、なかなか地方、駅前のシャッター通りであるとか、もう全国津々浦々、

本当に駅前が死んでいるという状況もあります。地方の単独の市町ではどうにもならな

い現状を打破するには、やはり国の方向転換がないとなかなか難しいのではないか、そ

のように考えております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） あと、地域社会が縮小してると、そんなふうに私は捉え

るとこであります。出生数の話もあったんですが、合併当時、平成１９年ですけど、１
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３８人出生しておりました。それが現在、令和元年度で６１人、ほぼ半減であります。

それから、婚姻数も平成１９年に５４件、年間あったんですが、令和元年度で２６件、

これも半減であります。特殊出生率、今、大変下がってるということがあったんですが、

平成１７年に⒈８、これ但馬で２位、トップとあんまり変わんなかったんですよね。そ

れが２回の国勢調査、平成２２年、⒈７６、平成２７年、⒈４３、但馬で一番最低にな

ってしまいました。最高は香美町で⒈８２であります。この差はどうして生まれるんだ

ろうと。お隣、似たような環境の町ですから、そういう部分ではまだまだ励む必要があ

るのかなと、そんなことを思いました。ちなみに、全国は⒈４５、県は⒈４８、それよ

りも低いということですから、今回、国調が今されてますから、どこまで下がるんかな

と。とっても僕は、もう本当に厳しいというか、危機感を持ちたいというような気を持

っております。

ちょっと併せて言いますが、人口推計で２０２０年、最新ですが、１あ ２９６人と

いう人口推計の数値がホームページに出ております。人口ビジョンと比較してどうなん

でしょうか。どういう状態か比較できましたら示していただきたいと思います。それら

を含めて、町長の見解を改めて求めたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 兵庫県下では、佐用町であるとか上郡町であるとか、この新温

泉町、消滅可能性市町のトップランキングになっております。２０歳代から４０歳まで

の女性の比率が最も低い町というふうなデータが出て、消滅可能性市町のそういうラン

キングに上がったと。実は、それが結果的に少子化につながっていると思います。これ

をどう改善するかというのは、本当に大きな、何ていいますか、この我々の町だけでは

なかなか、何ぼ努力してもクリアできない面があると、日本全体が少子化の流れに拍車

がかかっているという実態があるわけです。やはり子育て環境を充実するとか、国の政

策がもっとよくならんと、方向転換をしないと、これは地方の力だけではどうにもなら

ないと。ただ、コロナによって大都会から地方、そういう都会から田舎という流れも今

後加速されるのではないかという一面もありますので、町の魅力を高めるということを、

この町の特徴を生かしたまちづくりに力を入れていきたい。

それから、高規格道路が、浜坂Ⅱ期ができることによって鳥取との距離が、時間軸が

大幅に変わってきます。そういった意味では、ここを、新温泉を拠点に鳥取で働いてい

ただくとか、そういう新しい流れも可能ではないかと思っております。これまで出る一

方だったんですけど、一方で、鳥取から新温泉に住んでいただく、そういうことも町の

魅力を高めることによって可能ではないかと思っております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 人口ビジョンについては、また数字が出たら教えてくだ

さい。町長、確かに社会情勢はちょっと厳しい状況があるし、ただ、国や県のせいにす

るっていうのは、気持ちはそうあってもやっぱり、そうだからこうするんだということ
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で、常にやっぱり発信しながらいかんと、国がこうだから、県がこうだからというのは

あまり聞きたくない話です。そんなこと言いよったら、いやいや、もうこの町の存在な

くなるわけですから、いかに抵抗して、いかにほかとは違ったことをしながら、人口減

少はどうしようもない。ただ、鈍化するということはやっぱり求めていかんとあかんし、

お隣ね、香美町が何であそこまで出生率が高いんだい。そういう研究をすることによっ

て道が見える可能性もある。いい見本があるじゃないですか、全てじゃないけど。１つ

捉えた場合に、何が違うんだろう、うちの町と、ということも研究してほしいなという

気がいたしました。

それから、ちょっと時間気になるんですが、戦略中の４で地方創生総合戦略の基本的

な考え方という部分で、ひとの創生、まちの創生というね、とてもすごい響きのいい言

葉を使ってあるんですが、それはちょっと置きまして、本庁が平成２７年７月に行った

高校生アンケートの結果によると、進学、就職で新温泉町を離れても、将来は故郷にＵ

ターンしたいと思う生徒の割合が３⒏７％ありました。Ｕターンしたくないが１⒈７％

であったんですが、この傾向というのはどうなんでしょう、生きているんでしょうか。

今回、総合計画の中で高校生アンケートを既にされております。そういう部分で、この

傾向が、何ちゅうんだろう、説明できるようなことがあれば披瀝していただきたいなと。

全てじゃないんですけど、特にこの部分、Ｕターンしたいという部分の数値については

いかがなもんでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 高校生アンケートでは、Ｕターンしたいというのが平成２７年

と令和２年に比較すると、３８％から３１％と⒎７％減少いたしております。Ｕターン

したいという人が減ったという実態があります。Ｕターンしたくないという方は１⒈７

％から⒐６％、したくないという方は⒉１％減少いたしております。町の魅力が……

（「分からないんだった」と呼ぶ者あり）あっ、もう１点ね、分からないという資料、

データも出ておりまして、分からないという高校生の方が４⒏３％が、令和２年には５

⒍３％と、分からないという方が８％増えておる、こういった現状があります。町の魅

力をどう高校生の方が考えているかということですけど、非常に判断は難しい面がある

と思います。親の仕事を継ぎたいという方は残りたい、そういう親の仕事を見て、これ

は将来が厳しいなと思う方はＵターンしたくない、そういう状況もあるかと思っており

ます。一方で、今年度、町民アンケートを取らせていただいた中で、住民の、この町に

住んでよかったか、いいか、これからも住み続けていきたいかというアンケートを取ら

せていただいた中で、六十数％台が七十数％、約１０ポイント、１０％、５年前と比べ

るとアップしております。この町に住み続けていきたい、そういうアンケートも町民の

皆さんからいただいておりますので、少しずつこういった町に対する考え方も変わって

きて、将来的には、町に残る方、それから町に帰ってくる方、そして町外から入ってく

る方は増えてくるのではないかと考えております。
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○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） アンケート結果については、また後刻、分析された中で

の結果を聞きたい思います。ただ、残念なのは、高校生のアンケート結果は、Ｕターン

を望む方が８％落ちてるということだけは大変残念だなと思います。

そういう中で、先般、高校生との懇談会、議員の有志で行いました。議会未来会議と

いう組織をつくっておりまして、その中で都合のつく議員が出たわけですが、その中で

高校生の感想であります。情報交換会を通して、新温泉町のために働いてくださってる

方のすごさを実感したということがありました。また、情報交換会で感じたことは、も

っとＰＲをうまくする必要があると。ＳＮＳは大きな力になる。学校のホームページを

活用して私たちも考えたい。また機会があれば、ぜひ新温泉町のＰＲやまちづくりなど、

具体的な内容を話し合いたい。私もこの町の１人として、発信者としてＰＲし、盛り上

げていきたい。また、移住者や定住者を増やすためには、子育て世代にとって暮らしや

すい町、保育所、住居、働く場所など、整備が達成できれば若い人たちを呼び込むチャ

ンスとなる。私は高校を卒業したら地元で働くので、新温泉町がよりよい町になるよう

にしていきたいと思う。議員の皆さんに頼るばかりでなく、地域や学校が声を上げるこ

とで、新温泉町を今よりも住みよい町に近づけることができると改めて感じた。私はこ

の町を出るつもりでいますが、いつか故郷に帰りたくなると思うので、私たち若い世代

が協力してまちづくりに取り組んでいかなければならないと思った。卒業して外に出て

も、最終的に新温泉町に帰ってきたいねと話をしております。それだけこの町には温か

さや落ち着きということがあると思います。最後に、高校卒業後、この町から出る予定

ですが、この町から出たとしても帰るところがあるということを忘れないでほしい、こ

れは議員側のメッセージなんですが、これに対して、この言葉が一番に印象に残ってい

ます。一旦この町から出たとしても、将来的に戻ってくるのもいいなと思いました。で

すから、やっぱりいかに関わりを持って、それは家庭も含めてですよ、帰っておいでと

か、この町に住んでよとかということをやっぱり常に発信していく、これがやっぱり大

事かなと。さっき半分はどっちか分からない、分からない、浮動票みたいなもんですけ

ど、それをいかに引き込むか、それがやっぱり彼たちに対するアプローチであったり、

成人式でも何でも機会を通じて、帰っておいでよ、いいとこだよってことを発信し続け

る、こんな町であってほしいなと、そういうふうに思うとこであります。町長、感想が

ありましたらください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） すばらしい企画をされたなと思って、よかったなと思っており

ます。議員と高校生との意見交換会、私も２０年近く議員やっとる中で、そういう企画、

思いつきもしなかった、すばらしいことをされたなと思っております。そういって、や

っぱり高校生とのつながりを持っていくということが、地域に対する愛着を持つ、そう

いった一つでもあると思っております。浜高の存続問題も非常に厳しい状況もあるわけ
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ですけど、やはり地域全体、学校、教育委員会、学校の教師、鳥取城北高校に行く方も

多いわけですけど、そういった流れがやはりちょっとでも少なくなるように、浜高の魅

力アップ、そういった点においても、この議員との意見交換会はすばらしい方法だなと

思って大変感心しました。以上です。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 次の質問に入ります。

町総合計画後期基本計画策定に伴う新たな視点といたしまして、提案が主になるんで

すが、申し上げていきたいと思います。コロナ感染症の中で世の中が大きく変化する状

況下にあります。後期計画の方向性を見定めるには大変難しい状況にあると、そういう

ふうに思います。この策定の進め方、また計画づくり、何点か提案して、確認と見解を

求めたいと思います。

まず１点ですが、今回、株式会社サーベイリサーチセンター大阪事務所、予定額３５

７あ ０００円の中で、２０２あ円で支援業務が落札されております。これについて、

提案書とか、そういうものは求めたのでしょうか。内容的に安けりゃええっていうもん

じゃないという気がいたします。そういう部分では、提案書なりを求めてやったものか。

それから、この会社に対する選定理由は何なのか、また、どんな会社なのか。これの契

約がいつまでかちょっと分かんないですが、この辺の債務負担なりということはどうい

うふうにやられているか、この辺りを質問したいと思います。あわせて、概略で結構で

すので、策定スケジュールが示していただければお願いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この選定要因につきましては、本庁の仕様書に基づいて業務を

委託をいたしております。令和２年度第２次新温泉町総合計画後期基本計画策定支援業

務の業務内容につきまして、後期基本計画の策定に必要なアンケート調査のみであり、

具体的には、アンケート調査票の設問設計、それから調査票の作成、そして発送、集計、

分析及び報告書の作成等となっております。現在は、回収したアンケート調査票の集計、

分析作業を行っているような状況であります。

令和３年度におきましては、引き続き後期基本計画の作成に向けた業務委託を計画い

たしております。内容として、基礎調査の分析、前期基本計画の検証、それから住民意

識調査の分析等を踏まえた後期基本計画案の作成支援など、実効性の高い計画となるよ

う、策定に必要な知識の提供及び技術支援を得られるようなものにしたいと考えており

ます。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） そっか、安い理由が分かりました。要はアンケート、基

礎調査としてアンケートするということがメインだと。それはそれでいいと思うんです

が、せっかくちょっと早めに事を上げる、その中で基礎調査する。これは僕の思いです

から、この段階でやっぱりきちっとした、総合的にこの基本計画をつくるということに
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おける入札してほしかったなと。ですから、提案書を求めて、各入札参加者がこんなこ

とを提案していきたい、この町に対して、そんなことをね。だから、プロポーザル、結

果的にはね、そういう中で選定委員会つくって、この会社がいいだろうと、世の中の見

方は、この会社が当たってるよと、そんなことの手続の中でやってると思ったんだけど、

そうじゃなかった、単なるアンケート集計。今後、多分、新年度の明けてでしょうかね、

そういう部分を含めた支援業務を委託されると思います。ぜひ、どれだけ提案能力があ

るか、どれだけこの町に対して提案してくれる気持ちなり、事前、社内における調査な

りをやって、こういう形で提案したいというようなことを見比べれるような、プロポー

ザルして業者決定できるようなことでこの後期計画策定をやってほしいなと、そういう

ふうに求めておきたいんですが、いかがでしょうか、町長。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員の指摘を基本に、こういった業者を選んだというのが実態

であります。そういったことについて、企画課長が詳しい内容、報告をいたします。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） 町長、答弁させていただいたとおり、本年度につきまして

はアンケート調査のみでございます。アンケートを行わさせていただきまして、その集

計、アンケートの実施の業務でございますけれども、それをまとめるというところでご

ざいます。今回の新温泉町の総合計画につきましては、後期基本計画の策定でございま

す。当然、全体の構想を新たにするというものではございませんので、基本的に前期が

終わった、来年になりますけれども、来年度に前期が終わりますので、再来年度からの

後期に向けての事前調査でございます。

プロポーザルという観点でのお話でございますけれども、来年度、どういった形でと

いうのはまだ確定はしておりませんけれども、あくまで全体構想が全部変えるというも

のではなくて、前期が終了して後期をつくるという観点から考えたいと思っております

ので、この業務につきましては来年４月から始めまして、おおむね１１月末ぐらいをめ

どに作業を行うということになりますし、一番大きな内容につきましては、審議会を設

けまして皆さんの意見を聞くというのが大きな場になろうかと思いますので、自治会の

役員さんが確定する５月末からが実際の大きな動きになると考えているところでござい

ます。以上でございます。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 早くからされて、そういう、今、計画、聞きました。早

期に、新年度明けたらすぐにやっぱり立ち上げて向かっていってほしいなと、基礎調査

したということを。ただ、同社においては、僕ちょっと会社を調査しました。かなり全

国的に、人口ビジョンからかけていろんな仕事をされております。近くでは丹波篠山市、

川西市なりが総合計画についてこの会社に発注してます。だから、ある部分ではいい会

社だなという気がしたんですが、アンケート調査のみでしたので。この会社も次の入札
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に当然入れてくるべき能力はあるのかなと、そのように思いました。ぜひ早期な策定ス

ケジュールの下で進めてほしいと、そのようにお願いしておきたいと思います。

次に、政策提言の部分でありますが、１番目としまして、関係人口の創出と拡大で、

まちづくりということを上げさせていただきました。関係人口とは、移住した定住人口

でもなく、観光に来た交流人口でもない、地域や地域の人々との多様に関わる人々のこ

とを指すようであります。簡単に言えば、町のファン、そういう捉え方ができるようで

あります。町長はこれについて承知されておりますか、また、推進には何が必要なんだ

ろうかということを、町長のお考えを教えてください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 人口減少が続く中、人と人のつながりを深めていく、関係人口

を幅広く拡大するということは、町の将来にとっても非常に重要なことだと思っており

ます。関係人口の拡大を図るためには、まず、新温泉町を知っていただくということ、

それが一番ポイントかなと思っております。本町のすばらしい自然、そして、温泉をは

じめとしたいろいろな資源のすばらしさをＰＲすることが関係人口をつくる基本にある

と思っております。地域活動はもちろん、いろいろなイベントへの参加、それから、現

在、ふるさと納税などもかなり増えてきました。そういったつながりをどんどんつくっ

ていくことによって、人と人とのこの関係人口を増やしていくということは、今まさに

求められていると考えております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 推進についてのことを聞いたんですが、何が必要かとい

うことを聞いたんですが、いかがですか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 例えばいろんなイベント、東京とか大阪とか最近は行かんので

すけど、人と人のつながりを積極的につくっていく、そういうトップセールス、これが

まず一番かなと思っております。そういった中で、やはり町の魅力をどうＰＲするか、

もちろんホームページ、それからフェイスブックは今の基本なんですけど、もっともっ

と人の輪を深めるためにどうあるべきか、人の輪というのはやっぱり人と人のつながり、

声かけ、それから、挨拶から始まって、やはりいろんな場面で自分の町を知っていただ

くという、そういうこつこつと努力をしていくということが非常に重要だと思っており

ます。いろんな戦術も、ＫｉｓｓＦＭの収録をさせていただきましたし、時事通信の記

者が来て、いろんな報道もしていただいております。そういう報道機関とのつながり、

これももっともっと深めていきたいと思っておりますし、香美町のように神戸市にアン

テナショップを出す、そういった方法もあるかな、そのように思っております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 従来型の関係人口拡大という部分は、まあまあ、それは

それで僕はいいと思います。ただ、やっぱり時代にらじた動きをしてほしいなと。これ、

－１２－



受け売りでしかないんですけど、まずはテレワークの受入れ体制をつくると。ＩＴツー

ルを活用してオンラインで日常的なコミュニケーションができる環境を整え、都市部で

そういう働き方に慣れた人たちとつながって、まさに関係人口化をする、そんなことが

今風、今せんなんことというふうに、僕もそういうふうに習いましたというか。ワーケ

ーションもその一つなんですよね。この関係人口の創出拡大というのはワーケーション

の拡大とほぼイコール、そのためには通信環境の整備がもう絶対に必要なんですよね。

その辺り、改めて町長の見解を求めたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在、ワーケーションを、推進を図っている最中であります。

全国的にもこのワーケーションのグループ参加、新温泉は最初にグループに参加させて

いただいたんですけど、今では全国各地の市町が加入しているような、そういう状況も

あります。先陣切って、特に兵庫県下では、新温泉町はワーケーション最適地というふ

うな知事のお話もありましたので、そういうすばらしいシチュエーションを生かして、

このワーケーション事業、推進を図りたいと思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） それに入るまでに、１つ、先ほどの古い体制の形で拡大

ということの中で、本町には関係人口を拡大する、今となって言えばそうなんですが、

そういう部分でオーソドックスな部分、ふるさと温泉会のこととか観光大使のこととか、

そういう部分も関係人口の視点で見たらいいのかなという部分があります。現在の温泉

会なり観光大使の状況を聞きたい思います。会員数の推移、また、一番重要なのは継続

会員ですね、観光大使は大体継続していただいてるんですが、それらの制度の見直しな

り、そういうことが必要ではないかという、何年か前に内容を改正されてるようですが、

もっともっとブラッシュアップして、今に合う組織づくりをしてほしいなと。

また、ふるさと納税の連続寄附者、これも僕、町のファン、ある部分では。その辺の、

勝手な活用はいけんけど、同意を得れば、そういう部分での活用をしていけばと、その

ように思うんですが、いかがなもんでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 観光大使の集い、大阪で毎年開催されております。これまで私、

２回参加をさせていただきました。非常に盛り上がって、僕がチェンジしたと、湯村の

出身ということもあって、皆さん非常に話が盛り上がった面もたくさんあったと思って

おります。一方で、やっぱりメンバー見ますと、高齢化っていいますか、非常に若い方

が少ないな、そんなイメージを持たせていただいております。ただ、いろんな経験豊か

なお話を聞く中で、知恵を何とかして生かしたいな、そういう思いにいつも駆られるわ

けですけど、そういうすばらしいお話を聞いて、持ち帰って、いざ実行となると、なか

なか壁が高いな、そういう思いになることもあります。即実行できることもあるんです

けど、なかなか実行に結びつかない。ただ、観光大使を通していろんな、今回もそうな

－１３－



んですけど、地元出身の息子さん、お孫さん、こういった方がいろんなところで大活躍

をされています。そういったお話を聞く中で、何とかまちづくりに生かして、何ていい

ますか、まちづくりの大きな、生かしていただけるような方法はないかな、そんなこと

も思っておりますし、できるだけそういう人の、町内から出られた方々の知恵、それか

ら才能、そういったものを今後ともこの町の活性化につなげていきたい、そのように思

っております。今回、新しく親善大使というのも設けさせていただきました。そういう

いろんなつながりを深めることによって、町のＰＲ、町のファンをつくっていきたい、

そう思っております。

それから、ふるさと納税、「さとふる」とかインターネットを通して申込みが大半な

んですけど、中には継続的にファクスであるとか封書で申込みをされる方がいます。そ

ういった方には、基本的にはお電話して、過去のデータ見て、毎年、本当に大金をふる

さと納税していただいている方もいらっしゃいます。そういった方にはいろんな電話を

しながら、これまでの町とのつながりであるとか、そういったものを聞く中で、ふるさ

と納税、今後ともよろしくというお礼を言いながら対らしているというのが実態であり

ます。お電話すると、非常に皆さん喜んでいただけるというのが実態であります。本当

は全部の方に電話をしてお礼を言いたいなという、そういう気持ちもあるんですけど、

時間を見て、そういうつながりを大事にしていきたい、そういうことで少しでも知恵を

いただく、ファンになっていただく、それから、継続的にふるさと納税もいただきたい

な、そんなことで対らをさせていただいております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 対らをありがとうございます。ただ、その連続寄附者は

どれぐらいあるか、それから、ふるさと温泉会の会員数なり継続会員の数、それから、

観光大使については制度の見直しなりはされるのかということの答弁をください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 詳しい状況について、担当課長よりお答えをさせていただきま

す。

○議長（中井 勝君） 水田商工観光課長。

○商工観光課長（水田 賢治君） それでは、御質問の、まず、新温泉ふるさと会の現状

を申し上げたいと思います。会員数の推移につきましては、合併の翌年、平成１８年度

では２２１人の会員がありました。ところが、令和元年度につきましては１３６名と大

きく減少しまして、今年度につきましては１１０名という形で、また昨年よりも減って

おります。御質問の継続の状況でございますが、この１１０人のうち８１人が継続、新

規は２９人ございます。

なお、地元の特産品を送るというものが大きなこのふるさと会の内容でございますが、

一方では、町内の施設を使っていただくという割引の優待券もございまして、町内に来

ていただくということが目的でこれを実施をしております。この実績につきましては、
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割引の施設が１１施設ありまして、把握をできてる分につきましては、昨年利用が５９

９人来町して、施設の利用をいただいてる状況でございます。

それから、観光大使につきましては、町の出身者であります観光大使が５２名、町の

出身者以外で協力をいただける方が１４名、合計６６名という体制で、今、任命をさせ

ていただいております。こちらにつきましてはあまり変更という形はないんですが、辞

められる方よりも新たに観光大使、また特別観光大使の申出をいただいており、年度で

三、四人の任命を新たにしているという現状でございます。以上です。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） ふるさと納税の継続寄附者の件でございます。平成３０年

から令和元年にかけては１７５名、令和元年から令和２年の１１月現在で３３５名とい

うことになっております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） とっても僕は楽しく捉えました。ぜひ今の会員を維持で

きる、継続会員ですよ、新温泉ふるさと会もそうですけど、継続していただける、逆に、

新しい役割をお願いするとか、先ほど町長、ふるさと会の会員さんの息子さんがって言

われました。できればその方々、今の会員の次の世代、ＳＮＳとかそういうことが多分

得意な方々ですから、そういう方々をもう一つ巻き込んで、特命観光大使というか、そ

の辺に限定して、どんどん情報出してよ、仲間うちに、そんなことをぜひ取り組んでほ

しい、そういうふうに思っております。ぜひ具体化していただきたいと。

すみません、質問が前後するんですが、この前の１２月２日の日本海新聞に、兵庫県

議会において、知事が新温泉町でのモニターツアーの結果で、但馬はテレワーク適地と

確認したと言及されております。言い換えれば、ワーケーションの適地というようなこ

とも読み取れる部分であります。あわせて、東京と県内を結ぶ兵庫情報ハイウェイとい

うような設置も書いてありました。既に豊岡市城崎温泉では５Ｇ、ファイブジーの導入

の情報も聞いているとこであります。この辺り、内容が分かれば担当課長から聞いてみ

たいと思いますが、いかがですか。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） 城崎の５Ｇにつきましては、報道で知っているということ

のみでございます。ただ、先ほど知事のお話ということで、昨年からワーケーションを

兵庫県の中で取り組んでいるのは新温泉町だけでございますので、当然、ワーケーショ

ンとしての県の事業は、今現在、新温泉町を中心に行われるということで、先般の事業

も新温泉町を中心に回られております。それを踏まえた知事の御意見だったと考えてお

ります。それですので、その状況を今の県を中心にやっていただいてるというのを有効

に活用させていただいて、進めていく必要があると考えているとこでございますし、城

崎の５Ｇ、こういったものにつきましては、なかなか今すぐに取り組めるという状況で

はございませんけども、もっと内容を分析させていただきまして、取り組む考えをした
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いというふうに考えているところでございます。以上でございます。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 私の思いの中では兵庫情報ハイウェイでしたかね、兵庫

県情報ハイウェイ。これについては、例えば公共以外にも使用させることができるのか

どうか。これが通れば、広く使えれば、ちょっと難しいと思うんだけど、これを何か使

わせるような感じで捉えたんですが、その辺りはどうでしょうかということ。

それから、ずっとこれ関係人口の中から質問しとるわけですが、やっぱりベースは情

報ハイウェイであり、テレワーク体制なり、本当に通信基盤整備なんですよね。だから

それがないと、それ以降の話ししてもどうしようもない部分がある。だから今、プロジ

ェクトで検討されとります新温泉町情報化、この辺りやっぱり急ぎながら、この今のワ

ーケーションなり関係人口であったり、そういう部分を取り組んでいかないと、首根っ

こがそこにあるということを町長、認識してもらわんと、ものが先に行かんという気が

するんですが、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員、おっしゃるとおりだと思います。国がデジタル化、デジ

タル庁までつくるという流れもあるようですし、最近の新聞見とってもリモートワーク

であるとか、モニターツアー、ファムトリップ、ワーケーション、テレワーク、本当に、

何ていいますか、新しい言葉がどんどん増えてきて、我々高齢者にとっては本当に何か

対らがどぎまぎするというふうな、そういう超情報デジタル社会が目の前に来ていると

いうことを実感いたしております。そういった情報系、特に当町、Ｗｉ－Ｆｉがまだま

だ遅れている、それから光ケーブルも配線してない地域もあります。そういう情報ハイ

ウェイに乗り遅れないように、ケーブルテレビの更新もあるんですけど、デジタル社会

の波に立ち後れないように推進を図りたいと思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 兵庫情報スーパーハイウェイについてはどうですか。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） 細かい内容につきましては、今現在確認できておりません。

この情報基盤整備推進に当たりましては、十分研究をしながら進めたいと思います。よ

ろしくお願いします。

○議長（中井 勝君） 中村議員、通告どおり、できたらお願いしたいんですけど、大

分飛んだり跳ねたりしているみたい。

○議員（11番 中村 茂君） 完全に関係人口から言えば、この通信基盤整備っていう

のは当然……。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 当然なことだと思いますけど、それが通告外っていうも

んだったら質問ができんようになる。はい、通告外と取られたら仕方ないですけど、よ
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く研究してほしい。

次に、持続可能な開発目標ＳＤＧｓに呼らしたまちづくりについていきたいと思うん

ですが、これについては同僚議員が数回にわたって言われております。ただ、これを町

の総合計画の中に取り込むべきという思いであります。いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 検討したいと思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 検討というのは前向きに捉えたらいいんでしょうかね。

先進の町は、後期基本計画の中でもＳＤＧｓと併せて、もともと持続可能社会ですから、

共通するんですよね。だから、ちゃんとそれを町の施策計画の中に入れ込む、それと呼

らさせて皆さんに説得する、そんなことを、そんなテクニックを使いながら、ぜひこの

こと、国際人に皆さんがなろうぐらいなつもりで向かってほしいなと。検討するという

ことですが、前向きな検討をお願いします。

次に、過疎地だけど教育の先端地になろうと。願いの部分ですが、少人数だからでき

るふるさと教育であったり、ＩＣＴ教育であったり、幼、小、中、高の一貫教育、その

辺りをちょっと聞いてみたいと思います。ふるさと教育の題材は何かということからお

願いしたいと思います。何かと聞いたんですが、時間のこともありますから、以前から

山陰海岸ジオパークなり、上山高原なり、牧場公園なり、昆虫化石館などが言われてき

ております。どのように活用がなされているかを聞きたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 本町でふるさと教育に大変力を入れております、地域の自然

や歴史、文化、伝統行事や産業といったことで、教育資源の人、物、事を最大限に生か

すような取組は大切だと思っております。今、御質問のあった件ですけれども、学校の

中で地域に出向いていって、各学校にあります、例えば川、それからジオパーク館にも

行っておりますし、県立但馬牧場公園のほうにも行っております。今回も中学生もトラ

イアルアクションなんかでそこに行っての活動もしておりますし、いろんな意味でふる

さと教育の推進に当たるような活動をしております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 学校単位の活動なのかなという気がするんですが、少な

くとも年に１回は町が進めておるそういう町の施設なりを巡るというか、そんなことを

ぜひカリキュラムというか、スケジュールの中に入れてほしいなという気がいたします。

ちょっと端のほうの施設はなかなか から、なかなか来てもらえんというよう

な、昆虫化石館ですけど、館長、とっても頑張っておりまして、そういう中でもっと子

供たちに来てほしいなと、そんなこともよく申しております。ぜひ、足の確保なり、で

ね……。

○議長（中井 勝君） 中村議員、ちょっと不適切な発言ですね。
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○議員（11番 中村 茂君） 何がありました。

○議長（中井 勝君） 。

○議員（11番 中村 茂君） あ、 。 けど、移動交通手段がないとい

う意味であります。その辺りを少し何とか考えてほしいなということがありましたし、

この前、子供たちがコロナであんまり外に出ない、集団的に動かないという部分で、八

田の学Ｐが運動会をしたんですよね、八田防災広場で。僕は 学Ｐっていうのを久しぶ

りに聞きましてね。そういえば学Ｐでいろんなとこに行ったな、昔。いつの間にか消え

たんですよ、学Ｐ活動はね。それ何でだったのかなと。僕は、できたらですね、こんな

地域ですから学Ｐ活動を復活して、行政に頼ることなく、自ら、自分の勉強を含めて親

も、そういうふうな施設巡りとか、そんなことができたら最高だなと思ったんですが、

教育長、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 今、議員の言っていただいたように、学Ｐの活動っていうの

が今でもあるわけなんですけれども、学Ｐではなかったかと思いますが、先日も湯村の

荒湯に行って、どう災害に生かせるかとか、どんな食べ物が災害時に食べれるかとか、

そういう目的は地域学習にもつながるようなことだったと思いますし、その学Ｐの活用

について、実は当課でもいろいろ話をしておりまして、県立但馬牧場公園の活用とかい

ろいろずっと議員の皆様から、地域の施設を利用するべきだというお話を伺ってました

ので、一番学Ｐで活用していただくのがいいのかなというような議論もしております。

やっぱり地域のいいところを子供たちに見ていただく、そして学校教育だけではなくっ

て、家庭でもそういったところに出向いていただく、イベントにも参加していただく、

家庭の中でもそういったふるさと教育ができると思いますし、地域の皆様にも御協力い

ただきながらしていく、学校、地域、家庭が一体となるというようなことも考えられる

と思っております。

それから、交通手段のところです。本当にそこは課題だと思っております。できるだ

け子供たちを時間に制限がなく、その場に行って学習してもらうというような、そうい

ったことを何とか今後取り組んでいかなければならないと、今現在も思っております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 交通手段については学Ｐ活動に委ねるとか、いろんな方

法があると思います。ぜひ効果の上がる方法を検討いただきたいと思います。

英語教育が始まっておりますが、その辺りの成果というものは上がっているんでしょ

うか。評価判断できる仕組みがあるかどうかはちょっとよう分からんですけど、いかが

なもんなんでしょうかということと、ＩＣＴ教育が今まさしく始まりつつあります。背

景は国のＧＩＧＡスクール構想があるようでありますが、上位機関、国なり県も含めて

ですかね、どの程度の指導をするのかということと、いつから、県下一斉なのか全国一

斉なのか、そういう活用の、どういったらいいですかな、スケジュール、示されている
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かどうか、その辺り聞いてみたいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） まずは英語教育の成果についてです。２０１１年に導入され

まして、小学校の高学年の外国語活動によって子供たちの高い学習意欲や、中学生が外

国語教育に対して積極的になるっていうような流れ、つながりができていると思ってい

ます。現在、小学校の３、４年生では、外国語活動で聞くとか話すとかいうことを中心

に置いておりますし、その中で英語に慣れる、モチベーションを上げる、その後に小学

校５、６年生での外国語科では、文字を読むことや書くことも加えて、総合的に今、教

科学習を行っています。本町では、小学校にも英語の専科といいますか、中学校での経

験を持っている教師を配置したりとか、ＡＬＴの活用をするなどして子供たちの実践的

なコミュニケーション能力はかなり育成につながってると思っています。授業なんかを

見ましても、恥ずかしがらないで積極的に友達と話すとか、コミュニケーションを取る

姿をよく見ますし、それはやっぱり小学校からの積み上げがあってのことだなと理解を

しております。それから、こども園での英語遊びをしようという、下に下がれば、そこ

からもう始まっているとも思っております。

それから、ＩＣＴ教育についてです。文科省では、２０１９年にＧＩＧＡスクール構

想を打ち出しました。１人１台のタブレット端末を、整備を急ぐようにというような指

導を県に行ってきました。兵庫県教育委員会でも、文部科学省の通知をそのまま市町に

通知をしてまいりました。ＩＣＴの環境整備に対しての指導を市町にも下りてきました。

その結果、具体的な活用方法、文科省がいろいろ目指す学校像や授業の姿とかは言って

るんですけども、結局、市町にどのように活用していくかっていう具体的なことについ

ては、市町で考えなければならない。立案していかなければならないという現状があり

ます、はい。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） やはりそうですね。市町の判断となってくると、やっぱ

りそれが本当に重要ですから、効果的な活用や個々の教科の授業が各市町の判断となっ

てくると、他町との子供たちの水準がほかと遅れないように、そういう部分が気になる

とこであります。当然、推進元はそうだと思うんですが、ぜひいい他町の状況も聞きな

がら、決してうちの子たちが遅れないように、そのことは申し上げておきたいと思いま

す。

先ほどちょっと体験学習の部分で申し遅れたんですが、私は今、北但行政事務組合の

議会議員をしておりまして、その中で知ったことが、あそこの施設見学が本町はほとん

どない。学校でいえば、豊岡市なんかは１６校でしょうかね、それから、香美町は６校、

うちはないんですよ。ただ１点、平成２９年に浜坂西小学校が来てくれました。それだ

けなんです。ごみ処理の、僕が見てもすごいなと思う今施設があります。自分たちのご

みがどうなっていくかということをぜひあの施設で体験、見学してほしいなと。うちに
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もリサイクルセンターあるわけですけど、あれはあれとして、やっぱり全体的に見れる

のは北但のクリーンパークと思います。ぜひそれぞれ計画してほしいなと、そういうふ

うに申し上げておきたいと思います。

そこで、ちょっと時間気になりますので、ぜひ、以前に申し上げておりますが、日本

一のふるさと給食、これも求めておきたいとこであります。

でね、ちょっと苦言というか、部分なんですが、私は８月１９日に教育委員会だより

を見ました。２学期を迎えての教育長のメッセージというふうに捉えたんですか、その

中の１項目に幼児期の教育の充実と幼・小・中連携ということがありまして、すごいな

と思って見たんですけど、その文章の後段に、新温泉町におけるつながりのある教育を

住民の方々にも御理解いただくため、町のホームページに教育長日記を立ち上げ、積極

的に情報発信しています、とあります。幼・小・中連携というのは、教育長日記という

もので、一部は分かるんでしょうけど、理解できるのかどうかということをちょっと改

めて聞いてみたいと思います。いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 教育長日記の中では、いろいろ学校へ訪問したりとか、生涯

教育課がやっている行事なんか、いろんなことについて発信をさせていただいています。

その中に、幼児期の教育について、つながりを持ってやってるということも含めて、発

信はさせていただいてるんですけども、文章として理解していただきにくかったという

ことであったら、またしっかり発信の仕方を考えていきたいなと思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 幼・小・中連携は求めるものであります。高校も含めて、

よろしくお願いします。

時間が気になるところでありますが、ガバメントクラウドファンディングの積極活用

をしてほしいという内容であります。既に同僚議員もそういう話もあったと思いますし、

全国の傾向としてふるさとチョイスなりが発表しておりますけど、目的を持ったふるさ

と納税が進んでいるということがあるようであります。ぜひ、現在もされておるんです

が、後期計画の中にも盛り込んで、積極的にプロジェクト化して皆さんから資金を集め

ると、そういうことをしてほしいなと、分かっておるということでありましょうけど、

ぜひ諸寄駅の改修とか、北前船の地域づくりについてはこのクラウドファンディングを

使って、周知とまた集金、そういう観点からぜひ取り組んでほしいと思います。いかが

なもんでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） このガバメントクラウドファンディングの特定の問題解決のた

めの寄附というのを募るということは、ある意味すばらしい内容だと思っております。

現状のふるさと納税制度とも、何ていいますか、両方使いたいなというのが本当の気持

ちでありますので、今後検討させてほしい、そのように考えております。
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○議長（中井 勝君） 中村議員、残り時間が少なくなっております。

１１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 前向きの検討というふうに捉えました。ぜひ計画という

よりも、もう新年度が来たらすぐですね、そういうやり方というか、すぐ実施してほし

いなとお願いしときたいと思います。

次に、参画と協働のまちづくりと地域運営組織の推進であります。多くの町は住民と

行政の参画と協働の手法を明らかにして、誰もが住みやすく愛される町を実現するため、

自治基本条例を定めております。本町も条例化し、協働の町を実現すべきと思うとこで

ありますが、町長、３年経過されました。いろんな経験を積まれた中で、同条例に対す

る見解の変化はないのかということを確認したいと思います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本町では、平成２１年の４月、住民参画と協働の推進指針を作

成いたしております。この指針では、協働のまちづくりを推進し、実効性のあるものと

するため、住民と行政が協働を進める上で守らなければならない基本的な原則として、

方向性を定めているというのが実態であります。これまでから、議員からはこの自治基

本条例の制定をしたらどうかという御意見をいただいております。今後、町議会との取

組など見ながら、歩調を合わせて検討してみたいと考えております。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 大きく前進、ありがとうございます。

その関連で、地域運営組織の結成状況なり動きというものを確認しておきたいと思い

ます。どんな動きでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現状につきまして担当課長から報告をいたします。

○議長（中井 勝君） 岩垣企画課長。

○企画課長（岩垣 廣一君） 今年度当初から地域運営組織につきまして、各自治会等回

らせていただいております。その中で、今現在おおむね次年度に向けてやるという方向

でいってるのが一つ、八田地域で、諸寄、浜坂につきましては、次年度に向けてという

ところを検討しておりましたけれども、残念ながらもう少し時間がかかるという形で考

えております。その他の地域につきましては、次年度以降も継続して話を進めるという

ことでございますので、来年につきましては１つか、ないし２つぐらいな予定というこ

とで今現在考えております。以上でございます。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） 今後、必要な組織でありますので、住民理解の中で結成

をお願いしたいという気がいたします。そういう中でぜひ地域運営組織活性化交付金な

りをつくって、どんどん活性化するような動きをしてほしいと、そういうところから交

付金の創設をお願いしたいという気がいたします。財源はふるさと納税、制度は地域振
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興事業の特別枠、町長特例の部分ですね。その辺りを使ってぜひ実施してほしいと思う

んですが、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町長特例は使うなというのが、これまでからの御意見いただい

ておりますので、有効なところは使っていきたいと思っております。町の在り方を常に

見直していくというのは、最も大事なことだとは思っておりますので、中村議員からた

くさんの御意見いただきました。一つ一つ検証しながら、前向きに取り組んでいきたい

と思います。

○議長（中井 勝君） １１番、中村茂君。

○議員（11番 中村 茂君） もう１点、ちょっとこれ時間がありませんので、また次

の機会にしたいと思います。結婚しようよであります。ぜひ結婚対策を進めてほしいと

いう内容であります。

今回の一般質問は、町の総合計画の折り返しである後期基本計画策定に当たって、不

十分ながら前期計画の実績評価を点検しながら町の現状を確認し、恐れながらの数点の

政策提案をしたとこであります。議論の中で明確になったように、残念ながら町がどん

どん衰退、とは言わないまでも、確実に縮小してる、そういう気がいたします。ウィズ

コロナの最中で、アフターコロナは至難な状態ですが、チーム新温泉一丸で町のテーマ、

海・山・温泉、人が輝く、夢と温もりのある新温泉町、この実現に向かって果敢に挑戦

し、邁進させることを願い、一般質問を終わります。

○議長（中井 勝君） これをもって、中村茂君の質問を終わります。

質問の中で、中村議員の発言、不適当な発言があったと思われますので、後刻記録を

調査の上、処置をしたいと思います。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。４５分まで。

午前１０時３０分休憩

午前１０時４５分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ、再開します。

次に、９番、阪本晴良君の質問を許可いたします。

９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） ９番、阪本です。よろしくお願いいたします。

今回は、巨大風力発電、働き方改革、財政運営、獣害対策の４点について質問させて

いただきます。よろしくお願いいたします。

まず最初に、巨大風力発電についてお尋ねいたします。少し前の新聞ですが、町長も

読まれたかもしれませんが、我が町に計画している事業者が鳥取市にも同じ巨大風力発

電設備を計画しておりますが、鳥取では風力発電の長い歴史があるから順調に事業が進
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捗していると思っておりましたら、反対運動の記事が２回ほど掲載されました。反対運

動の内容も本町と同じように、人体への影響や自然が破壊されるということでありまし

た。一方で、鳥取県の中央部には海岸線をはじめ、多くの風力発電が設置されておりま

す。この間、新聞の読者の投稿欄には、人体への影響はなく、約３億円ほど住民への還

元があったという掲載もされておりました。また、先般７日には、河野太郎規制改革担

当大臣が北九州の風力発電施設を視察後、記者団に、政府目標の２０５０年、温室効果

ガスの排出量を実質ゼロにするため、再生エネルギーの最大限の導入が前提条件とされ

積極的に推進するため、風力発電の導入の妨げになっているとされる環境影響調査アセ

スメントの規制緩和に取り組む必要性を強調、自身が立ち上げた特別チームを中心に経

産省や環境省などと連携し、優先順位をつけて対らする。各地での風力発電導入に向け、

しっかり後押しをしていきたいと語ったと掲載されておりました。我が町の巨大風力発

電施設について６月議会でお尋ねしたときは、事業者は新型コロナでリモートワークの

ため、新型コロナが終息した後に高山に設置している電波を利用した風力観測データを

まとめ、提出するとの説明でありました。まだまだ新型コロナの終息が見えませんが、

その後のこの事業の進捗はどうなったでしょうか、お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。当町のこの風力発電の事業につきましては、高

山地区での風況調査のみが継続されております。その他の環境影響調査につきましては、

休止状態で進展はありませんという報告を事業者から受けております。昨年１０月、高

山地区に設置された電波を利用した風況観測装置のデータ結果につきましては、コロナ

終息後に資料としてまとめて提出を考えているとの報告を受けていましたが、事業者か

らいまだ提出はなされておりません。現状はそのような状況であります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） なかなかこのコロナによって事業が遅れるということも

ありましょうけれども、やはり私が感じるのは、県がつくられた基準が大きく響いてる

んではないかなという感じはいたします。

次の質問に移ります。会計年度任用職員について質問いたします。今年度からこのシ

ステムが始まりました。まず、１５分短縮された職員の勤務についてお尋ねをいたしま

す。３月議会の答弁では、今回の制度を改正する中で、拘束的にその時間の勤務が必要

であるか見直すいい機会になったということでありましたし、基本的な勤務時間は３５

時間、週５で７時間勤務とするが、いきなり３５時間とし難い部分について試行的に１

５分短縮で検討してやってみて考えていく。また、１５分短縮の職場は早出、遅出など

のシフトのため、試行的にやってみたいということでありました。実施してみて実情は

どうだったでしょうか、どう捉えているのでしょうか、お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 今年度から国の制度が変わる中、これまでの臨時職員制度から
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会計年度任用職員という制度に大きく変わりました。

現状です。４月から勤務時間を１５分短縮して、勤務している会計年度任用職員がフ

ルタイム勤務であった場合の支給額等の比較についてありますが、対象となる職員は令

和２年４月１日現在で９職種、５３人であります。この５３人をフルタイムとして報酬

と期末手当を計算しますと、年間で４００あ円、１人当たり単純計算で７あ ０００円

程度の差が生じることになります。これをどう捉えるかということに関しましては、人

件費削減のための１５分短縮ではなく、これまでから申し上げているとおり、単に常勤

職員と同じという考え方でなく、この職種であればどれくらいの勤務時間が必要である

か、またフルタイムにするのであれば、年間を通じて常勤職員と同様の勤務時間が必要

かどうかといった点について、制度の改正を機に精査すべきという観点から行っており

ます。その結果として、差が生じることはあると認識をいたしております。そのような

状況であります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 今のお話で全体で５３人で４００あ円、これは年間の金

額だと思いますけれども、フルタイムとの差が７あ ０００円っていうのは、これ１人

当たりの差のことでしょうか。相対的にいくと幾らぐらいの差、４００あ円が差という

意味だったでしょうか。ちょっとその辺のところをもう一度お願いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 細かい点については担当課長より報告をいたします。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 今の４００あ円と７あ ０００円の数字を御報告させてい

ただいたところですけども、１５分短縮している職は、それからフルタイムで、その部

分がフルタイムであった場合の支給額の比較ということで、９職種５３人が該当してい

るということで、その方々のフルタイムとしての報酬と期末手当を計算すると、年間で

４００あ円の差があるということで、それは全体、５３人分全体でございます。それを

単純に１人当たりに割り戻すと、７あ ０００円程度の差が生じるということでござい

ます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 仕事の内容で常勤、常勤といいますか、フルタイムとパ

ートタイムに置き換えられたということであります。それは、今後もそういうふうなこ

とでやっていかれるのでしょうか。その点はどうでしょう。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） その予定であります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 会計年度任用職員の必要経費は前回、全体で７億 ３０

０あ円ということでありました。もう既に交付税の申請は多分されとると思うんですけ
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れども、実際の申請額と、全額が交付決定され、国の交付金が予定額を全部賄えたのか

どうか、その辺のところお尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 担当課長から答えていただきます。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 総額７億 ３００あ円の財源の状況はということだと思い

ます。財源の状況につきましては、会計年度任用職員の試行に伴います期末手当の支給

等に要する経費として、地方財政計画において ７３８億円が計上されて、必要とされ

る増額分を全額措置されるということで、既に情報はこれまでから入っていたところで

ございます。交付税の本算定後、従事する職務を具体的に想定して、個別に経費を算定

している会計年度任用職員は各費目、これは基準財政需要額の各費目で算定して、その

他の会計年度任用職員については包括算定ということで、一括計上されるという情報が

示されております。しかしながら、具体的に本町に幾ら算定されているかということは

不明でございます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 不明ということは全額以上をといいますか、申請した金

額以上をもらってる場合もあるし、ひょっとしたらそれ以下でもあるということですか。

結局、国が基準額を定めてしまって、その基準、１人を採用すればこれだけの金額にな

るということの基準額を定めて、それに人数を掛けて交付税が入ってくるという計算な

のか、それとも、それぞれの市町が積み上げた金額を申請して、その金額を上回ってい

るのか下回っているのかということが分からんという意味なのか、その辺はどうでしょ

う。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 基準財政需要額の調べのときには、こちらのほうからは数

値は当然報告をいたしますけども、それがどれだけ算定されて、新温泉町の分が幾らと

いうことについては分からないということでございます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 結局、その部分が７億 ０００あ円が入ってきたのか入

ってこんのか分からんという意味で、財政上の中では分からんという話ですけども、町

の全体の計画といいますか、中で、一般職といいますか、正職員が半数、今のパートタ

イムだったり、フルタイムっていいますか、そういう会計年度任用職員が約半数ずつお

られますね。全体で見ると、やっぱり新温泉町はもう少し財政的にはといいますか、会

計年度任用職員が多い部分、財政的には人件費の部分に対する余力があるんではないか

と思っております。これが正職員が多くなれば、確かに経営としてはえらくはなると思

うんですけれども、新温泉町の我が町の場合は、５０％ずつぐらいですので、全国平均

が４０％ぐらいだというお話でしたので、四十数％というお話でしたので、その部分で
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は統計的にいきますと、もう少し財政的には余力があるんじゃないかと思います。でき

ましたら、その極力働き方改革の中で同一労働同一賃金という原則がありますので、そ

この部分になるべくなら近づけると。交付税で賄えるのかどうかっていうことが分から

んっていうんじゃなしに、多分こうであろうという推測なりっていう部分も含めてやっ

ぱり研究してみて、やはり働いておられる方々に差をつけるというんじゃなしに、なる

べくといいますか、平等な扱いをされてはどうかと思いますけれども、いかがでしょう

か。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） まず、余力があるかどうかという判断は少し難しいと思い

ます。ただ、交付税に関しましては、これを単位費用に人口を掛けて出すというやり方

をされますと、どうしても人口の多い都市部に多く配分されるということになってしま

いますので、当町としても、その辺り補正をしていただきたいという要望は県を通じて

させていただいているという状況でございます。

また、歳入があるから歳出ということは、当然歳入に見合った歳出でなければいけま

せんけども、そこが会計年度任用職員の方の歳入があるなしを賃金、報酬に反映させる

ということではなくて、そこの部分は条例で定めた報酬を支払っていくと、ルールに従

って支払っていくということでございます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 今回、フルタイムとパートタイムの部分、確かにあるわ

けですけれども、来年度にはフルタイムは全てフルタイム、パートタイムはパートタイ

ムというふうなことで、今年のとおりにやっていかれるのかどうか、その辺をお尋ねい

たします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 今のところはそういう予定になっております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） では、全然どの職場も改善する部分がなかった、今年が

ベストだったということなんでしょうね、多分、変えるところがないということは。

もう１点、お尋ねいたしますけれども、町長の働き方改革、同一労働同一賃金につい

て、町長の認識をもう一度伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 国の指針で働き方改革、同一労働同一賃金という一定の考え方

があります。そういった考え方を基本に、当町の在り方も見直しが図られていると思っ

ております。同じ勤務で同じ仕事をする中にも、責任というものの重みがまた変わって

くるという状況もあります。そういった中で制度が成り立っていると思っております。

できるだけ本当の意味で格差がない、そういう賃金体系が理想だと思うんですけど、責

任の重み、業務に係るそれぞれの仕事の中身の重み、そういったものは正職と臨職との
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差になっていると考えております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 理想の社会に向けて頑張っていただきたいと思いますけ

れども、もう一つ、職員労働組合との交渉や今後のスケジュール、例えば来年度の採用

に向けてのスケジュールを教えてください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 内容につきまして、担当課長からお答えをしていただきます。

○議長（中井 勝君） 井上総務課長。

○総務課長（井上 弘君） 条例制定のときに一部お話をさせていただいたと思います。

能力評価、能力実証をする中で、２回まではそれが使えるということのお話をさせてい

ただいたかと思います。そういった意味で、現在のそれぞれの職種でこちらが定めまし

た人数、それを充足している場合については、引き続きの再度の任用ということを考え

ております。その職種で人員的にオーバーするというような状況であれば、採用試験を

させていただくという考え方でおります。試験をする年度は、２年は再度の任用という

ことを考えておりますので、一括して試験をする年度を決めて実施していきたいと思っ

ております。

○議長（中井 勝君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） この会計年度任用職員の採用等の在り方につきましては、行

財政改革大綱というのが昨年度まであったわけですけど、それに代わるものとして財政

運営の指針というのを定めております。その４つの柱の中の一つに人件費の関係があり

まして、会計年度任用職員についても、今年度から始まりますが、評価しながら見直し

を図っていくという指針になっておることもちょっと加えさせていただきます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） その指針ですけれども、評価をするということですけど

も、どういう形でそれは実施をされるのか、お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） 先ほど総務課長が説明しましたように、人事評価も今年度か

らやっているところでございますので、その辺の職種としての在り方、また全体、財政

運営上の運用の中におきましても、そういった評価は今後もしていくということでござ

います。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 次に、財政運営についてお尋ねいたします。このたび、

総務産建常任委員会に株式会社湯村温泉愛宕山観光から要望書が提出され、経営状況の

報告がありました。町はこの会社の２⒉５％の株を所有し、筆頭株主にあるため、支援

をお願いしたいという内容でありました。第三セクターは地方自治法に規定されており、

２５％未満ではこの株式会社湯村温泉愛宕山観光は、第三セクターに当てはまらないと
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思います。愛宕山観光は商法の株式会社であり、通常、連帯保証人でなければ負債の返

済責任はないと思います。本来なら、民間会社である株式会社愛宕山観光を支援する必

要はないと思いますが、それでも税金を投入しなければならない根拠は何でしょうか、

お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 湯村温泉愛宕山観光は、牧場公園エリアで大変重要な役割を担

っていただいていると認識をいたしております。スキー場の運営であったり、レストラ

ンの運営であったり、そしてああ施設の運営、一体的に但馬牧場公園、但馬牛の拠点施

設の一環として大変重要な役割を担っている、そういう状況があります。この愛宕山観

光への出資率、平成５年当時 ０００株中、 ０００株を町が保有し、２５％持ってお 

りました。平成２６年の株式の追加発行によって、現在の出資率が２⒉２％となってお

りますが、この指針の出資に該当すると考え、支援を検討することができると考えてお

ります。当初の出資比率２５％、こういったこれまでの経緯を踏まえた上、この支援を

検討していきたい、そのような状況であります。

○議長（中井 勝君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） 少し補足をさせていただきます。前回の総務産建常任委員会

の中で、第三セクターの出資割合の御質問の中で２分の１、あるいは４分の１の割合で

町の調査権、あるいは決算の議会報告等に違いがあることをお答えをいたしましたが、

４分の１未満の場合の回答の中で、それが第三セクターかどうかという御質問もあった

わけですが、その後、調査をいたしまして、地方自治法自体には、第三セクターという

用語は規定をされていないわけでありまして、自治法の第２２１条の第３項の中で、普

通地方公共団体が出資している法人というのが自治法上の規定でございますので、その

点につきましては、解釈につきまして補足をさせていただきたいと思います。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 地域振興のために町が出資したということは確かにその

とおりだと思います。民間会社であっても、全但バスのような町内の公共交通を担って

ますから、これがなくなると交通の確保ができなくて住民の生活が大変困りますから、

事業を委託して運営してもらっとると思っておりますけれども、愛宕山観光は確かに事

業振興、地域の振興のために必要だという部分は分かりますけれども、その公共性とい

う部分はどのように捉えておられますか。お伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 先ほども申し上げたように、県立但馬牧場公園との一体的な現

状があると、スタートの時点からそういった流れがあって今日に来ているということで、

公共性は大いにあると。さらには、そういった現在、非常に但馬牛の知名度も上がって

きております。但馬牛の育成方法が日本遺産に認定されるという背景もあります。この

施設はそういった意味で公共性を持っていると考えております。
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○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 県立の但馬牧場公園等のいい相乗効果というものは、確

かにそのとおりだと思います。民間会社というふうに捉え得ると、兵庫県からの支援と

いうものはどういう状況でしょうか、お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この２年間、雪がほとんど降っていなかったという現状の中、

県からは例えば人工降雪機を設置してはどうか、補助率も大幅にアップしていただいて、

この神鍋高原を中心にこの但馬のスキー場関係、そういった設備における対策もいろい

ろ考えていただいているという具合に考えておりますし、また先々月行った夜のＬＥＤ

を使った照明のイベント、こういったものも県の支援策があってできていると考えてお

ります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） それは、その地域振興のために兵庫県が事業として支援

していただけるという部分は、確かにそれはそのとおりだと思います。ただ今回は、会

社に町が支援をするということですので、会社直接に兵庫県がそういう相乗効果があっ

て、もうなくしては絶対駄目だと兵庫県も思っておられるのかどうか、会社に対して今

の負債に支援をしていただけるかどうかという部分はどうなんでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 直接的に補助金をいただくというふうな流れにはなっていない

と思うんですけど、町を通していろいろな支援策をいただける、そういう、何ていいま

すか、案をいただくとか、いろんなアイデアをいただいて、牧場公園の公園課、園長を

はじめ、職員の皆さんの協力もいただいているというのが実態であります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 町が支援した場合、支援の町がした分の幾らか、何割か

は県からその支援に対して助成いただけるということはありませんか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 今後は検討というか、交渉はしたいと考えております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） やはり民間の会社ですので、そこに税金を投入するとい

うことは、やっぱり慎重に考えていただかなければいけないと思います。絶対駄目だと

私も思いませんけれども、やっぱりほかの民間でも重要な施設がたくさんあると思うん

です、地域振興のためには。ただ、地域振興という部分で考えますと、そこだけに特別

にということになるっていう、差別化をするための何か判断材料が欲しいという思いが

しますので、やっぱりきちっと皆さん、住民の方々に分かりやすい説明ができるような

方策を取っていただきたいと思います。

次の質問に移りますけれども、おんせん天国カフェについてお尋ねいたします。９月
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議会でこの事業は予算が修正をされました。その理由の１つは、税金の活用が公平、公

正に欠けるということと、機会均等に欠けると思うためでもありました。地域の活性化

は推進しなければなりませんし、地域振興は率先してやらなければならないとは思いま

す。湯村の中心にある喫茶店の灯が消えたことを憂う事業の立ち上げでありましたから、

地域の皆さんの期待が大きいものがあったと思います。今後、事業の実施はどのように

考えておられるのかお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） このおんせん天国カフェ事業の推進に当たって、議員の皆様か

らはたくさん御意見をいただいております。そういった中、改善が要るということで、

庁舎内、課内でいろいろと協議をさせていただきました。このカフェ事業については、

公務員が従事する地域の関わり方、それからお金の流れについて、３点について見れる

ような形での運営体制となるよう改善していきたいと考えております。

この１つ目として、今年度については任命上の関係から、会計年度任用職員の身分を

継続しますが、新年度からは隊員を会計年度任用職員として雇用するのではなく、一個

人として委嘱し、個人事業主の立場で自己責任において活動していただく形も含め、検

討の上で身分を変更してまいりたいと考えております。

２つ目として、地域の関わり方であります。今年度の体制においても、地域の関わり

は隊員の支援に限定しているところでありますが、隊員と地域が協働して組織をつくっ

たこと、代表者を地域から出されていることから、支援の範囲について誤解を招く部分

がありました。新年度におきましては、隊員のみで構成する団体で運営に当たります。

地域は運営組織から外れ、地域との融和や利用促進など組織外からの支援に限定して関

わっていただく形にしてまいりたいと考えております。

３つ目として、隊員のみでつくった組織で運営に当たるということで、国からいただ

く隊員の活動経費については、隊員で構成する運営組織で活用してカフェの運営に当た

っていきたい、そのように考えております。

以上、３点の見直しを図りたいと考えております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 今のお話ですと、運営協議会がもともとつくって、そこ

が実施主体となって運営するというふうな前回の提案でありましたけど、運営協議会は

もうなくなる、ここには携わらないっていうことなんでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） あくまでも地域おこし協力隊員が運営するという組織に変更を

考えております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 公平を期すためには、町の予算を支出する場合は規則や

要綱、基準というものが、何かしら根拠になるものが必要になると思います。町がその
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隊員に対して支援するという場合には、町費で設備とかいろいろなものに援助するとい

うことが、隊員ですのであると思いますけれども、そういった町の職員でなくなる場合

に、そういう隊員のグループに支援する場合の規則とか、何かそういう要綱とかいうも

のはつくったほうがいいんじゃないかと思いますけれども、その辺はどうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員御指摘のそういう条文化するということは大事だと思って

おりますが、まず、お金の流れについても説明をさせていただきます。

お金の流れについては、隊員のみでつくった組織で運営に当たるということ。原資が

隊員活動経費でありますので、カフェの運営及び隊員研修に充当しても、なお余裕が出

るような、例えば利益が発生する場合には町の会計に戻す、あるいは活動費の委託料を

減額する等の対らを考えております。原資が国から交付されたお金であります。隊員の

努力により生ずる利益でありますので、将来の卒業に備え、独立、支援ができるような

方向も含めて使い方を考えております。そういう方向でいきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 最終的に、多分委員会等にきちっとまとめたものの資料

の提出があって、そこで最終的には説明があると思いますが、そちらをまた見てみたい

と思います。特に、地域振興ですので絶対駄目だとは思いませんけれども、やはり税金

を使うという部分で、きちっとやっぱり整理をされたほうがという思いであります。

次に、温泉の入浴施設について質問をいたします。昨年度の決算で収支を見ますと、

リフレッシュパークの指定管理料が １８５あ ０００円、これは不足分を町からの委 

託料で穴埋めとしていますので、そのまま全額が赤字の金額になると思います。ユート

ピア浜坂は、収入が ４１５あ円、支出が ５１４あ ０００円で、差引き ０２８あ   

０００円の赤字となります。浜坂海岸レクリエーションセンターの松の湯は、収入が

２９１あ ０００円、支出が６５５あ ０００円で差額が３６４あ ０００円の赤字と  

なっております。これを合わせますと合計で ５７８あ ０００円となります。これだ 

けの財源があれば、町長が言われておりますような重要施策であります子育てとか定住

移住とか、農林水産業への支援策が、政策が十分かなうように思います。これらの施設

の赤字をどのように町長は解消されようとされてるのかお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現状、非常に厳しい数字が出ていると思っております。全国各

地、但馬にもいろんな入浴施設ができることによって大きく流れが変わってきていると

いうのが実態です。香美町でも温泉施設の存続が問題になっているということもありま

す。そういった意味で、この当町における施設の在り方、改めて現状と今後の方向性を

きっちり論議していきたい、そのように考えております。

現在、夢公社内で利用者の増加を促進する手段、それから利益を生む企画について、

取締役を含む社員全員で取り組んでいる、そういう状況もありますし、１１月下旬から
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露天風呂、それから屋外のライトアップを実施し好評をいただいて、少しずつ流れが変

わってきている、そういう感じがいたしておりますし、それ以外の施設については老朽

化もあり、コロナの影響もあり大変厳しい状況もあります。議員御指摘のこういった資

金を子育て環境であるとか別の施設にと、別の施策にという御意見もあるわけですけど、

当町の、やはり温泉があるということはいろんな意味で町の魅力アップにつながってい

るということも言えると思います。収益も大切ですし、一方で健康の維持、それから観

光としての大きな役割も果たしていると考えております。現状の老朽化であるとか、利

用者が減っているということも踏まえた上で今後検討をしていきたい、そのように考え

ております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） お客様１人当たりの単価を見ますと、リフで７２５円、

ユートピアで５３６円、松の湯で９９９円となります。一方、入場料ですけれども、リ

フで町内者は５００円、老人の方は２５０円、６５歳以上の年間券は１あ円、開館日で

割りますと１日約３０円ほどになります。ユートピアでは、町内の方が３００円、老人

の方が２００円、松の湯は２００円となっております。このように分析してみますと、

必要経費と利用料金にあまりの大きな差があると思います。改善せずに運営することは

よくないことだと思いますし、昨日も河越議員から指摘がありましたが、入場料で黒字

なら当然と思いますけれども、赤字にもかかわらず法人税を支払うということはおかし

いと思います。町長がよく使われるプロジェクトチームを結成するなど早急な手だてが

必要だと思いますが、御見解を伺います。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 温泉施設がたくさんある中で赤字をどう解消するか、施設の老

朽化という大きな問題もあると思っております。議員御指摘の見直しということで、プ

ロジェクトチームかどうかは別にして、現状を改めて確認する中で今後の方向を打ち出

していきたいと考えます。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 次に、獣害対策について質問いたします。

鳥獣処理施設について、これまでの質問の中でいろいろな改善策についての答弁をい

ただきました。特に大型の個体は非常に不便で、大型のプレハブの冷蔵庫が必要である

という答弁をいただきました。これにつきまして、いつ導入されるのか、またそのスケ

ジュールはどうなるでしょうか、お伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 令和３年度の予算で導入するように検討をいたしております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 施設の運用方法にも言及されました。供用開始の結果、

利用率が低いために、施設の開館日、開館時間、搬入距離にも課題があるということで
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ありました。特に土曜日の開館や利用率のアップはどのように考えておられるのか、お

伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） これまでから土曜日、日曜、祭日の運営につきましても、議員

からいろいろと御意見をいただきました。そういった面もありますし、今年度も、特に

鹿が例年の、去年の倍以上、そういう状況もあります。そういった状況を踏まえた上で、

１１月２１日から土曜日も搬入処理ができるようになりました。また、受入れ時間につ

きましては、月曜日から金曜日までの受入れ開始時間と同様に、この８時３０分から受

入れを実施いたしております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 私は、猟する方々は土曜日、日曜日、祝祭日にかかわら

ず、毎日、多分作業されておると思います。捕れたらその日のうちに処理場に持ち込む

か、または穴を掘って埋めているようであります。穴を掘る作業っていうのは大変つら

いんではないかと思います。持ち込む方は僅かっていいますか、二、三十％しか持ち込

んでいないという状況の中で、穴を掘って埋めるということは大変えらいんじゃないか

と思います。そういった部分を、例えば施設の開館時間を午後だけにして、正月なんか

は作業しないと思いますので、そういう場合を除いてでも、開館するのは毎日開館され

て、捕れたらすぐ昼から持っていけるという状況にしたほうがいいんじゃないかなとい

う、私案ですけれども、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） イノシシも鹿も休んでくれませんので、議員のおっしゃるとお

り、本当に土、日も祝祭日も対らしたいというのが思いでありますが、今回、土曜日を

受入れ日ということにしましたので、取りあえずこういった状況の中で、様子を見なが

ら今後の対らを考えていきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 次の質問ですけれども、農業に大きな被害をもたらして

いる鳥獣駆除の対策について伺います。前回の一般質問で、獣害の管理計画については、

町長は香美町の実態などを聞く中で、我が町の取組は本当にぬるいという実感を持って

おり、今後、強力に推進を図ってまいりますと答弁されました。この点につきましてど

のような検討をされているのかお尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 捕獲の実施と防護柵などによる防除、集落においても獣害対策

についての理解と協力をいただいておるというのが実態であります。先月も県の鳥獣対

策課に参りましていろいろと知恵をいただき、また、捕獲おり、囲いわなの提供である

とか、いろんな御支援をいただいているというのが実態であります。本年１０月より鹿

被害の著しい香美町との町境付近の２集落で大型の囲いわな、５メーター掛ける５メー
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ターを設置するなど試験的に行っております。また、獣道などを目がけて設置するくく

りわなの道具、猟具は、山林など捕獲おりの設置が困難な場所でも設置が可能であり、

このようなところでの捕獲に有効であります。捕獲頭数を上げる一つの方策としてわな、

捕獲許可者を対象に、導入の推進費用の補助を令和３年度予算で検討いたしております。

集落の捕獲おり導入については、引き続き令和３年度も導入助成を続けていきたいと考

えております。以上のような状況であります。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） この間も、先月だったですかね、鹿の調査をされとる方

からも、やっぱり今年は異常に増えておる感じがするということでありました。夜８時

頃から１１時、１２時頃まで、それぞれの谷筋をずっと歩いてっていいますか、車でで

すけれども見て回って、かなり鹿の頭数が多いという、これまでより倍増えておると違

うかなという感じを持っておるようでありました。やっぱり、それぞれ捕獲していかん

と、こういう農業被害は減らないと思います。鹿やイノシシの成獣を捕獲した場合、１

頭当たり１あ ０００円の助成金がそれぞれの方に、捕獲した方に交付されますけれど

も、国、県、町の負担割合は、この１あ ０００円の負担割合はどうなっているのかお

尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） １頭当たり、イノシシ、鹿の成獣が１あ ０００円で、内１は、

国庫補助 ０００円、町費が ０００円であります。町費 ０００円のうち ８００円   

が特別交付税、町の負担は実質的に ２００円となっております。また、イノシシ、鹿

の幼い子供の分として、１頭当たり１あ ０００円を支給いたしております。国庫補助

は ０００円、町費として１あ ０００円出しております。１あ ０００円のうち ８   

００円が特別交付税となっており、町の実質負担は ２００円となっております。以上

です。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） 助成金の額は市町村によってまちまちであります。早く

農業被害がなくなるようにするためには、今の助成金を増やして、猟をしていただく方

が、専業でも生活できるように大幅に増やしていくという考え方はないでしょうか、お

尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この費用につきましては、毎年、町の有害鳥獣捕獲班と協議を

して、協議の上で決定がなされております。但馬、３市２町の状況も参考にして、今後

の捕獲班との協議をしていきたい、そのように考えております。

○議長（中井 勝君） ９番、阪本晴良君。

○議員（９番 阪本 晴良君） どちらにいたしましても、いっときに一網打尽にしなけ

れば鹿やイノシシの頭数は減少しないと思います。村がなくなり鹿やイノシシの天国に
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ならないよう早めに対策を打っていただくことに期待いたしまして、私の質問を終わり

ます。

○議長（中井 勝君） これをもって阪本晴良君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。午後は１時から。

午前１１時３７分休憩

午後 １時００分再開

○議長（中井 勝君） それでは、休憩を閉じて再開いたします。

次に、１番、池田宜広君の質問を許可いたします。

１番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） それでは、一般質問をさせていただきます。

まず、財政運営の今後についてということで質問をいたします。各市町、それぞれに

大きな特徴を持ちながら行政運営をいたしていると思っております。我が町の次年度の

税収状況は、見込みでいいですが、どういう状況であるかということを、まずお伺いを

して質問に入りたいと思います。いかがですか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。今年度１１月末現在の町税の状況についてお答

えをいたします。

まず、町税のま予についてであります。ま予額の総額が ６１４あ ４００円となっ 

ており、内１として町県民税特別徴収分として６１あ ６００円、それから法人町民税

が２１６あ ７００円、それからが定資産税が ３３４あ ２００円、が自動車税が   

９００円となっております。

また、国保税、国民健康保険税の減免については次のようになっております。相談件

数は２５件ありました。ま予決定数、そのうち１８件が決定をいたしており、対象税額

として４１１あ ７００円に対し減免額が２４８あ ３００円となっております。ただ 

し、本年度のコロナ特例により２５０あ円弱減免されておりますので、全額、国の交付

金で補填されることになっております。年度当初よりのコロナ禍による経済、景気の影

響で、町全体の税収確保においても確保が厳しいのが現状であります。また、入湯税に

おきましても、大型旅館倒産、コロナ休業、観光客減少に伴い約５割減と、大きく落ち

込む見込みとなっております。現状、そのような状況であります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 通常の見込みよりも、当然、税収減ということは致し方

ないと思いますけれども、おおむねトータルとして幾らぐらいの額面が減になる見込み、

あくまでも見込みで結構です。トータルで幾らになるかということは分かりますでしょ

うか。
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○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） トータルでの減収については、担当課長からお答えをさせてい

ただきます。

○議長（中井 勝君） 長谷阪税務課長。

○税務課長（長谷阪仁志君） 今年度のトータルでの減少ということにおきましては、ま

だ、今現在税収の確保の途中でございますけども、先ほど町長が申されましたように、

ま予額につきましては、全体で約 ６１４あ ４００円、これについてはもうま予とい 

うことで減収ということになりますし、大型旅館の倒産関係も３００あ円ほどございま

すので、それらを合わせましても、それらについては本年度は入ってこない、また、入

湯税につきましても、先ほど言いましたように、平年 ０００あ円から入ってくる部分

が半額ということで、それについてもその分減収になりますので、以上のような本年度

の状況にはなります。以上です。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） トータルで、見込みとして約 ０００あ円前後ぐらいに

なるのかなという状況のようです。その税収が減るということに関しては、当然企業で

あったりいろいろな部分で、売上げの減少も当然見込みながらこの数字がおおむね出て

きていると思います。そのような中で、今後の短期、中期についてですが、中期という

よりも短期の何か対策というのは考えられてますでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） お答えします。

短期の対策であります。この新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、地方税法の

改正により資金繰りの支援策として地方税の徴収ま予の特例制度が設けられ、一時的な

減収を埋めるため、ま予相当額について徴収ま予特例債が創設されております。ま予額

の範囲内で一時的な減収に対らする地方債となり、交付税措置がなく償還年限が１年以

内となる等、あくまでも資金繰りの支援としての活用となるため、一時借入金や財政調

整基金の活用と併せて検討をしていきたいと考えております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 資金繰りの特例ということで、特例債はあるようですけ

ど、ま予するということは先送りということですよね。そういったところに、やっぱり

弱いところに有効な支援をしていくということは、何かお考えありますか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） これまで、交付金、臨時交付金を使って、約５億の交付金を活

用することで様々な支援策を打ってきております。今後、第３次分が明らかになってく

ると思われます。そのことを念頭に置きながら、今後の経済状況、コロナの状況を見な

がら対らを検討していきたい、そのように考えております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。
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○議員（１番 池田 宜広君） 私が、６月の質問の中で、ある一定のデータ分析をして、

スピードよりも穴の大きいところに支援をしてはどうかというふうに質問したところ、

あなたの言っているようなことでは、とてもじゃないけど今の現状は救えないというこ

とで、経済対策としても一律１０あ円の補助金だったと思います。そういったことも商

工業者等ありました。それから約半年が経過して、何か業者的なものとか分析データと

いうのはお取りされてるでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 商工会の２回に及ぶアンケートを取らせていただいております。

そういったアンケートを参考にしながら今後の対らを考えておるというのが実態であり

ます。この２日前も商工会経由で飲食店の要望も参っております。そういった状況を踏

まえた上で次なる一手を考えていきたい、そのように考えております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） アンケート、いろんな状況を踏まえて次の対策を打って

いくということのようですが、業種的に、ある一定レベルまで下がって何とか盛り返し

たとこ、かなり落ち込んだとこという大きなすみ分けといいますか、大きな穴の部分と

いうのは把握をしておられますでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） ４月の緊急事態宣言発令後、明らかに観光、特に民あ、旅館の

関係、そして、それに伴う関連業者、これはほとんど売上げが二月近くが５割からもう

ゼロというふうな、そういう事業所もかなりありました。その後、９月以降、いろいろ

なＧｏＴｏイベントが開催、次なるこのキャンペーンが始まることによって少し改善し

てきているというのが現状でありますが、一方で、ここにきて、感染の広がりによって

少し流れがまた変わってきつつある、そういう現状があります。そういった流れをきっ

ちりと捉えることによって、今後の対らを考えてまいります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 業者だけに限らず、やはり個人の方にしてでも、いろい

ろと貯蓄等を崩しながら今日に至っている状況にある方も数多くおられると思います。

支援等々については、業者等々に限らず個人も含めて、早急な対らというよりも、私は

ある一定のこのコロナウイルスというのの状況が把握しつつあると、医療従事者等の関

係によって、状況が今までと違った確認ができるようになっているということで、いろ

んなデータの分析をしつつも支援策を打っていくのが行政ではないかなと思いますけれ

ども、町長はいかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） おっしゃるとおりだと思います。町の状況、やはり町の状況を

把握するということが、一番、次の対ら策を考える基本になると思いますので、そうい

った点では町の声、事業者の声、これをきっちりと確認することを基本に、次の在り方
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を考えていきます。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 昨日の答弁の中で、まちづくりの基本は住民の生活の維

持だというふうに思っているということを申されておりました。１あ ０００人のこの

新温泉町住民、いろいろとアップダウンはあれども、ある一定の基準の生活ができるよ

うに、行政というものは、穴が空いておるところには、大きなところにはそれなりの率

によって支援していくべきだと私は理解をしております。しかしながら、いろいろ、こ

う施策であったりいろんなものを実現をしていこうと思いますと、やはり財源確保とい

うことが第一に上がってくると思っております。あれをしたらどうだとかこれをしたら

どうだとかいう提言は、私を含めて各議員するとは思いますけれども、的確な状況判断

によって、今後の持続可能な行政運営をしていただくことをお願いをしたいと思います

が、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） そのとおりだと思っております。住民生活を支えるということ

が基本ですけど、その中にも非常に厳しい方、それから比較的安定した生活を送ること

ができる方とあります。行政は、やはり光の当たっていないところにもきっちりと光を

当てるというのが大きな役割だと思っております。そういった隅々まで町民の生活状態

を見ていくということを基本にしながら頑張ってまいりたいと思っております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） それぞれ、各市町、限られた財源、人員の中で新たな政

策課題に対らした新規及び拡充施策をすべきことを提言して、次の質問に移りたいと思

います。

認定こども園の今後についてということでお伺いをいたします。浜坂認定こども園、

新園舎移転改築ということで、この協議については進展をしているかということを、ま

ず教育委員会のほう、お伺いしたいですが、いかがですか。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） こども園のこの新築移転につきまして、９月の議会でもいろ

いろとお話をさせていただきました。このことにつきましては、教育委員会として候補

地の選定については、当初から浜坂認定こども園整備検討委員会の協議結果に委ねると

しておりました。その検討内容について、議会への説明と並行しながら教育委員会にも

説明してきております。検討委員会としては、もう役割は終わっているということで、

前から御説明しているように、町当局で精査して、議会と協議をして決定するというこ

とになっております。教育委員会の中でも、また学校園訪問の中でも、やはり早急な整

備を求めるということは意見として言われています。それは、もう園児の安全、安心な

生活を守るという点からです。このことについては、町としても議会の皆様とも一致し

た見解だと思っています。これで９月に、私は一歩でも前に進みたいというお話をさせ
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ていただいたと思います。何としても早急の建設に向けて何か一歩踏み出そうというこ

とで、課の中でも協議を重ねてきて、３候補地程度に絞ってきております。町長とも協

議を重ねながら、今、候補地を絞り込んで、次への一歩、議員の皆様の審議結果に沿っ

て、関係者はやっぱり一丸となってこのことに、問題について心を一つに取り組んでい

けたら、一日も早く着手するということが大変大事なことだと思っておりますので、努

力を今現在もしておりますが、ここからいろんなことに、どう提案していったらいいか

とか、そういったことでさらに進みたいなと思っております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 進展しているという理解でよろしいですね。庁舎内であ

ったり課内であったり、町長含めて協議をしているということのようです。ある一定の

候補地に絞ったというようなことですけれども、どことはあえて聞きません。この件で

町長のお考えを改めてお伺いをいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 基本的には、議会との連携の中で、議会のお考えを重視して進

めてまいりたい、そのように考えております。この認定こども園の改築については、こ

れまでからたくさんの御意見をいただいております。１０月以降、担当課において、こ

れまでの経緯を踏まえた上で整備候補地の選定、３か所程度でありますけど、選定を行

っているという段階であります。今後、さらに候補地を絞り込んで比較検討を進め、総

合的な判断に基づき早期に提案し、議会の審議結果を尊重して方向性を決定していきた

いと考えております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 今の答弁を聞きますと、ある一定の場所選定もできてき

たということで、もう間もなく議会に上程してくるような、ほぼ状況になっているとい

う理解でよろしいですか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 次の委員会などで御提案といいますか、お考えを示していきた

い、そのように思っております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 町民の意見、議会の意見を十分に考えてという発言がご

ざいました。町民の意見、住民の意見、どのようなことが町長ございますか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） これまでから何度も御説明をさせていただいております。検討

委員会の結果、それから保護者アンケートの結果、さらにはいろいろな方々からいただ

いた署名など、それから地区の浜坂自治連合会からの要望など、こういったものを考え

た上で今日に至っておると考えております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。
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○議員（１番 池田 宜広君） それでは、次に議会の意見が数多くあったと申されまし

た。どのように捉えてますか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 最初に否決になったときの論点としては、教育委員会としての

スタンス、考え方がまとまっていないのではないか、これは議員からの御提案で候補地

の鑑定料が否決になった、こういう状況があります。２回目においては、候補地の駄目

だという案と同時に、大庭認定こども園との統合、こういったことで否決になった、そ

のように思っております、こういった点。じゃあ、一方で現在地は駄目だという、現在

地付近は駄目だという考えと同時に、いろんな議員さんの御意見も、じゃあ具体的にど

こがというお話も聞いてきております。そういったお話の中で現在に至っているという

のが実態であります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 先ほども、今、町長答弁の中で統合とか、いろいろ議会

からの問いかけの言葉もございました。

教育長、小中一貫校とかいう方向になるとしたら、幼保含めて、どの程度年月がかか

るでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村教育長。

○教育長（西村 松代君） かなりっていうか、かかると、今思ってますが、何年という

ことは、ちょっと今申し上げられないですけども、時間は必要と思ってます。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） ですよね。突然にという答弁、難しいと思います。それ

を申し上げたのは、本年度、昨年度でも結構です。六十数名という子供、赤ちゃん、６

年後、７年後かな、には入学をされてきます。幼稚園、保育園等、認定こども園に入る

のには３年後ぐらいになってきます。いろいろなキャパシティー等も考えながら、立地

も含めて総合的にということを申されておりますので、いろんなことも含めて、当然、

町民、住民の意見、議会側の意見、どこという提示は多分してないと思いますけども、

そういったことを本当に総合的に判断して、やっぱり執行権者である町長が場所決定を

すべきと思いますけども、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 池田副議長のおっしゃるとおりだと思います。将来の予測とい

うものも、当然、計画の中に織り込んで考えていく必要があると考えております。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 町長の仕事というのは、第一に町民の生命、財産を守る

というのが職務であろうかと思います。生命を守るのには、少しでも確率のいいところ、

場所に持っていくべきだろうと私は考えておりますが、いかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。
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○町長（西村 銀三君） それについても、同じ考えであります。

○議長（中井 勝君） １番、池田宜広君。

○議員（１番 池田 宜広君） 最後の質問にしたいと思います。

京都市が非常に厳しい財政状況に陥っているというのは、町長も財調がほぼゼロに等

しいという答えも、前回のときの答弁で返ってきておりました。これから８年もすると、

もう財政破綻に近い状況にあるというデータが出ておるようでございます。データとい

うよりも、門川市長も公表されておるようでございます。

今、市の貯金である公債償還金ということで ４００億円あるようでございますけれ

ども、通常、通年でいくと３００億円財源不足を起こすところを、次年度からは約５０

０億円の財源が不足してくるということのようでございます。その公債償還金、基金を

充てていったとしても、２０２８年度には財政破綻になるのではないかなという状況が

あるようです。大きな場所には、追い風のときには大きな追い風となり、向かい風にな

るときには、非常に大きい向かい風になろうかと思います。

最後に、市は経営者、弁護士ら、公共事業や施設運営の在り方などを検討する持続可

能な行政、財政審議会の議論も踏まえ、方向性を見いだしていきたいと。しかしながら、

福祉の見直しなど、市民サービスの低下に踏み込む可能性があるということも申されて

おるようでございます。今のところ、うちの財調から考えてみますと、そう今々どうこ

ういうことはないと思います。今までの町長以下皆さんがそれなりに積み上げてきた財

調を有効に活用しながら、このコロナ禍を含めて、今後の持続可能な町政、財政運営を

努めていただきたいと提言をして、私の一般質問を終わります。

○議長（中井 勝君） これをもって池田宜広君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。４０分まで。

午後１時２５分休憩

午後１時４０分再開

○議長（中井 勝君） 休憩を閉じ再開いたします。

次に、５番、浜田直子君の質問を許可いたします。

５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） ５番、浜田直子です。議長より質問の許可をいただきま

したので、質問させていただきます。

まず、子育て支援の充実についてお伺いいたします。当町内でいつでも遊べる施設、

公園、遊具が少ないというのは、かねてより言わせていただいてますし、現状でありま

す。幸い、このたび、牧場公園の大型遊具が春には設置されるということで、大変皆様

期待も膨らませてますし、楽しみにされています。ですが、牧場公園まで毎日は行けな

いというか、休日の遊び場としてはとてもありがたいんですが、日々に活用できる、楽
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しめる遊び場というのを、やはり皆さん求めておられます。また、観光的にもすごく牧

場公園の目玉になるので楽しみではあります。そういったところでは本当にありがたい

施設ではありますが、子供たちのために、日々お母さんたちの安らぎの場所として遊具

があれば子供たちが集まる、そういったようなことは当然ですし、子供たちが期待して

いるところです。

また、施設、遊具などに加え、ジオパークの自然に触れ、学び、生かされつつ遊べる

施設が子供たちのふるさと愛を育むためにも必要と思われますが、いかがお考えでしょ

うか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 一昨年の、昨年の住民懇談会の中でも、子供たち、去年は若い

お母さん方を中心に懇談会を持たしていただく中、子供の遊び場所が欲しい、こういう

御意見をたくさんいただきました。そういった点では、当町の子供の遊び場所、特に遊

具を使って遊ぶ場所は極めて少ない。各集落にはブランコなど小さなものもあります。

それから、学校にはブランコ、滑り台、こういったものもあるわけですけど、相対的に

見ると少ない、そういう実態があると思います。そういった地域のお母さん方の要望を

踏まえた上で、充実を図る必要があると考えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように思っていただけてありがたく感じます。実際

に、ではどのようにお母さんたちの思いを実現していただけますでしょうか。せめて、

旧小学校地区に１か所ずつでもっていうような、年に１か所ずつでもというような具体

的な目標を上げていただけるとありがたいのですが、なかなか現状としては、地域の遊

具というのは全く増えていないというのが現状ですので、そうした対策というのは、対

策を取っていただけるのは可能でしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 来年の３月をめどに、但馬牧場公園では大型遊具、これは、先

ほど一般質問の中でもあったんですけど、牧場公園の支援策、実は ０００あ円の大型

遊具を予定しております。その半分が県の補助をいただいておる、こういう現状もあり

ます。牧場公園遠いという御意見もたくさんあるんですけど、現状、連休であるとか土、

日、地域の姫路ナンバーを含め、神戸、鳥取、大阪ナンバーの親子連れがたくさん利用

していただいております。少し遠いんですけど、車で行っていただければ利用は可能だ

と思っております。

それから、遊具以外にも、実は本町にはすばらしい、これは勉強も兼ねてふるさと学

習の一環でもあるんですけど、ジオパーク館であるとか化石館であるとか、それから以

命亭、そういった施設もあります。ぜひそういった施設の利用も考えていただきたい。

遊具という切り口でいえば確かに少ないかなとは思うんですけど、一方で遊具以外のい

ろんな施設もあります。そういったところも有効に利用していただければ、決して、何
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ていいますか、ないないないということでもないと考えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） ないとは言っていないです。少ないというか、日々イベ

ントとかそういったような、牧場公園の先ほどのも大変ありがたいと申しましたとおり、

時々行くのにはすごくありがたい。でも、やはり日々、日々が大事で、お母さんたちは、

大切なのは日々で、小さなこととかそういったようなほっとする時間、１日の中でほっ

とする時間というようなことを重ねることがそのお母さんたちの幸福感につながってく

ることが多いのではないでしょうか。たまに行く大きなイベント的な遊具も、本当に楽

しくてありがたいのですが、やはり日々のちょっとした心の安らぐ時間というのを求め

られていることが多いように感じられます。実際にいろんな施設もありますが、なかな

かそこまでは行けないっていうのが、日々のお母さんたちの実情であるのも、また事実

だと思います。どうしてもお母さんたちというのは、毎日思いどおりに、計画どおりに

１日進むというものではありません。ばたばたしていたり子供が急に予定が変わったり

で、いろんなことがあります。そういった中でほっとして、よく泣くけど、ちょっとそ

こまで行ったらまた誰かがいるわっていうような気晴らしができるような時間っていう

のが、求めている方も多いのではないでしょうか。そういった方たちへも、少し、救い

の手というか、そういったような方たちにも対らしていただけるように希望いたします。

それと、やはりこの地域はとても天候が独特というか、天候が悪いというか、雨や雪、

そういったことが多くなります。また、雪が積もっていてなかなか外で、雪は雪で楽し

いんですが、なかなか天気の悪いときに遊ぶ場所がぐんと減ってしまいます。自然の中

で、海でサンビーチの砂浜で遊ぶだけでも楽しい子たちも、やはり雨が降ってしまうと、

そこで遊びにくくなってしまいます。そういったときでも遊べるような、積雪時、雨天

でも安全で安心して遊べる遊具やおもちゃ、またボルダリングなど、親子で体を動かし

て遊べる施設等、家族が子供を連れて自由に利用でき、情報交換、交流スペース、子供

も遊べて楽しめる児童館、男女共同センターのような施設が必要であると思いますが、

そういった声も町民の方からも多く伺います。そのような声に対してのお考えはいかが

でしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 遊びといえばゲームで遊ぶ、家の中で遊ぶ、そういう、今はス

マホを使ってゲームをダウンロードして遊ぶ、そういうのが増えてきておると思います。

遊びの概念も昔と今は大きく変わろうとしております。昔は山で遊ぶ、そして川で遊ぶ。

大将がおって、それに大将にみんながついて回る、そういうのが僕の少年時代の思い出

でもあります。そして、ソフトボールをする、野球をする、そんなスポーツでグラウン

ドを使って遊ぶと。とにかく体を使うことが遊びという、そういう流れがあったんです

けど、今は遊具で遊ぶとか、そういう外っていったら遊具ぐらいしかないのかなという

思いもあります。実は、釣りも、海に行ったら、日曜日、結構海岸沿いで釣りをされて
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いる親子も見かけます。いろんな遊び方はある中で、確かに遊びの多様性というのが出

てきているなとは思います。安全な遊びということで、この遊びの在り方、遊具の在り

方、本当に遊具の在り方を考えるだけでいいのかどうか。遊びにたくさん切り口がある

と思っておりますので、そういったところ、公園もたくさんあるんですね、白馬公園、

健康公園、牧場公園、いろんな公園で遊ぶということもできると思います。遊具の在り

方についてはいろんな側面性があると思いますので、前向きに検討する必要があるとは

思っております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように、町長のように１人で、１人じゃない、友達

と一緒に野山を走り回れるような年代は、本当に自然を対象にしていろんな遊びを考え

て、工夫して、この地域ならではの遊びをどんどん取り入れていってもらえたら、本当

にいいなと思います。ですが、親子、まだ目が離せない小さな子供さんっていうのは、

どうしてもどこかにお母さんたちが連れていかないといけないという現状があります。

そういったときに、必ず車じゃないと行けないっていうのでは、やはり難しくなってし

まいます。そういうことで、どうしても家の中に籠もってしまう、親子だけになってし

まう、日々何となく悶々としてしまうということも増えてくるのではないでしょうか。

そうしたようなときの気晴らしが、先ほども町長申されてたように、携帯であったりと

かそういったようなことにはなってくるとは思うんですけど、親子なってくると思うん

ですけど、やはり出れるところというのの対らというか、いろんなところを選べる、選

んで遊べる、そして気がに遊べる、安全に遊べる、そうしたような場所は今より増やし

ていただけるとありがたいと提言いたします。

また、児童館のように子供たちだけでも安心して遊べるスペース、現在図書館もあり

ますが、図書館で大きな声は出せませんので、遊びっていうのとはまた違ってきますの

で、ちょっと気がに子供たちだけでも遊べる場所があればいいなって思います。そうい

ったような中で、男女共同参画センターっていうのは、お母さんたちの悩みや情報交換

の場所も提供されますし、それと同時に、子供たちも一緒に遊べるというか、子供たち

が自由に遊べるスペースっていうのも大抵、これはつくった市町の設計にもよるんです

が、大抵は子供たちが遊べるスペースっていうのも併設されていますので、そういった

ところから、気がに悩み相談なり交流のきっかけができるのではないかと思いますが、

いかがお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 遊びイコール遊具という考えもあるんですけど、いろんな遊び

方法があると思います。僕も孫がおりまして、時々連休なんかに帰ってくると牧場公園

でリフトに乗ります。てっぺんまで上がると、もうそれだけで孫は満足するという、そ

ういう遊びっていいますか、そういうことも、遊具に頼らないという過ごし方もあると

思いますし、ただ、現状、新温泉町、かつて１３８人、合併した平成１７年は１３８人
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赤ちゃんが生まれておりました。昨年は６１人というふうな、半減しております。そう

いう状況を考えると、子供たちが過ごしやすい環境は必要だなと、今後の町を支える、

将来を支える子供たちが、やっぱりたくさん増えていかないと町の維持ができない、そ

ういう側面もありますので、そういった子供たちが過ごしやすい環境整備、こういった

ものにもきっちりと目を向けて、施策として打っていきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 今おっしゃったように、お母さん、子供の充実感が、ま

た広く伝わり移住定住にもつながってくるのではないかと、すごく思います。やはり保

育環境、子育て環境のよさがこの町のよさというふうに評価されるのではないでしょう

か。そういったようなところからも移住定住は望まれる、特に子育て環境というののよ

しあしで今はお母さん、お母さんというか、女性が居住地を決める家庭もあるとお伺い

しております。ですので、やはり職場があるのも大切ですけど、そういった子育て環境

のよしあしの一つとして、こういう充実した子供たちが気がに遊べるというところも、

そういった観点で、これからもそのように積極的に子供たちの施設を造っていただける

よう望みます。

また、こども園の整備についてですが、ずっと早い整備が求められているということ

は当然のことです。実際、現状として老朽化しています。この改善について、こども園

の要望に沿って整備されているかということですが、私がお伺いしている感じでは、と

ても早急に対らはしてくださるようになったとお伺いしています。ですが、やはり、そ

れは一時しのぎであって、本当に安全になっているわけではありません。早い整備は、

多くの町民の願いです。そのような願いを早くかなうよう期待しております。また、保

護者の希望に沿った柔軟な対らの保育環境を望みますが、その点についていかがでしょ

うか。お尋ねいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 浜坂認定こども園、それから大庭認定こども園ともに、築４０

年以上経過しているという実態があります。現状、速やかに危険箇所、それから緊急的

に補修が必要な場所、こういったものについては即補修をするように努めております。

浜坂認定こども園、大庭認定こども園ともに早期の改築が必要だということで、一刻も

早くその方向性を見いだしていきたい、そのように考えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） それでは、先ほどもお尋ねしましたけど、保護者の希望

に沿った柔軟な対らの保育環境については、どのようにお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 保護者、その柔軟な対らというのは、要望にできるだけ速やか

にらえていくということではないかと思ってはおりますので、保護者の方々の意見をき

っちり受け止めて対らをしたいと思います。
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○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） すみません、具体的には、入園等は１年間で春だけしか

行けないと聞いたりもしてるんですけど、実際、そのような厳しいというか、そのよう

な現状でしょうか。現状をお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 答えれますか。西村教育長。

○教育長（西村 松代君） 入園についてですけれども、相談があれば、相談に対らでき

るように、今現在していると認識しております。詳しいことはちょっと申し上げられな

いですけれども、ちょっと資料がなくて。申し１ありません。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように柔軟に対らしていただけるということをお伺

いできたら、それでありがたいです。

そして、以前、病児・病後児保育を浜坂病院の職員さんでされているというふうに、

何年か前にお伺いしたんですけど、それも現在はどうなってますでしょうか。分かんな

い。

○議長（中井 勝君） 質問通告を事前にしていただければ回答できるんですけど、通

告外ですので、できる範囲で、じゃあ。

土江参事、お願いします。

○町参事（土江 克彦君） 今、病児保育の話が出たんですけど、浜坂病院が取り組んで

おります病児保育というのは、職員のお子さんだけに限ってというところなんです。と

いうことで御理解をお願いします。

○議員（５番 浜田 直子君） それは、現在も。

○町参事（土江 克彦君） 現在も、はい、やっております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） それは、とても、これからの看護師を希望される方にと

っても心強い制度ですので、続けていただけたらと思います。また、大人も子供も楽し

めたりゆっくり散策できる、自然を生かした地域の見どころを増やしていただきたいと

いう提案がございますが、それについてはいかがでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） すみません、もう一度質問を。

○議長（中井 勝君） 通告書の一番下ですよ。

○議員（５番 浜田 直子君） このとおり、このとおり。

○町長（西村 銀三君） 散策コースのことですね。平成２７年度より設定は進められて

きた山陰海岸ジオパークトレイルコースについて、令和２年２月、鳥取市から京都府京

丹後市までのルート設定が完了しております。この新温泉町内では、但馬と因幡の旧国

境を越える七坂八峠、東浜駅から居組駐在所まで、それから日本海の絶景と砂州の上の

近世の町並み、これは諸寄漁港から城山、そして相ら峰寺までのコース、それからリア
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ス式海岸のミステリアスな集落を歩く、これは相ら峰寺から道の駅あまるべまでの４コ

ース、これは当町における、このジオトレイルコースとして現在設定をなされておりま

す。先月も、浜坂・諸寄間ジオトレイルというのが実施なされております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） すばらしい、そのような散策できる自然がたくさんある、

そういったことを本当にありがたいと思うんですけど、御存じない方が多いですので、

ぜひもっとＰＲして、皆さんでジオを生かして楽しめる町、充実した日々が送れる町と

して過ごせるように、ぜひもっともっとＰＲしていただけたらと期待いたします。

それと、やはりそういった大々的なことも、先ほども話したけど必要ですけども、日

々の、町長言っておられた野原、そういったところで、ヒガンバナが一面に咲いている

場所だとか、菜の花がきれいに咲いている場所だとかを、休耕田を活用したりして、そ

ういったようなところも散歩、ちょっと散歩したときにほっとされる時間ができると思

いますので、そういったところ、またほっとする、お母さんの気持ちもですけど、観光

で来られた方、汽車で通られた方、道路を走っている方が見ても、ああ、きれいだなと、

一瞬でも思ってもらえるような場所を増やしていただきたいですが、それについてはど

うでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 町内では、定期的に各集落取り組んで、花の花壇の整備などを

国道沿い、県道沿い、町道沿いに設置をして、何ていいますか、町並み整備の一環とし

て頑張っていただいております。県と町の支援を受けて、それぞれが集落の方々が中心

になって、花いっぱい運動といいますか、そういう運動に取り組んでいるというのが実

態であります。そういう実態を支援しているというのが、今の町の方針であります。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） ありがとうございます。多分花と緑だと思うんですけど、

それ、私、役をさせていただいてもらってますし、そのことについては存じ上げており

ますので、そのように言っていただけるとありがたいです。これからも、この花と緑の

活動をもっと広めていただけたらと思います。本当、年間何千株という花が、各町内、

あちこちの集落で、皆さんの努力によって各地域地域に植えられているっていうのは、

本当にありがたいと思っております。これからも続けていきたいと思いますので、御協

力を期待いたします。

それでは、福祉の充実についてお伺いいたします。整備されつつあります、またグル

ープホームも造られるとありますが、まだまだ必要とされています。就労支援やグルー

プホームとか、そのほかにも取り組もうとされている、何か今後の予定はございますで

しょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 当町では、障がい者の対らできる施設が少ないということで、
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大きな課題の一つでありました。ここ２年、３年前からそういう社会福祉法人のグルー

プの参入などもあり、今年度、グループホーム建設に向かって一歩進んでおるというの

が実態であります。長年の懸案事項でありましたこの障がい者の方々からの大きな、何

ていいますか、要望が少し前進したな、そのように考えております。また、この春以降、

障がい者・児の福祉サービス事業所としてチャームであるとか、それからみつぼしとい

う、そういう福祉の施設も増えてきました。そういう点では、少しずつではありますが、

民間の力をお借りして充実はできつつある、そのように考えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのように少しずつ前進ということで、明るい希望を話

していただき感謝いたします。また、グループホームが一つできるということで伺って

おりますが、この間の委員会でも２つ目、男性、女性、どちらかも決まってないし、次

の予定も立っていないということでしたので、これからの進展を楽しみにしております。

やはり、せっかくですので、グループホーム一つできたら、やはりもう一つも造ってい

ただけるよう、前向きに取り組んでいただきたいです。

それでは、次のコロナ禍における個別の支援対策についてお伺いいたします。コロナ

禍における生活の変化は、家庭、人々によりまちまちというか、大変困っている方もい

らっしゃると思います。そのような中、現在支援の必要な方々に加え、特に、新たに支

援の必要な方々への個別の早急な支援やそのような対策はお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） コロナ禍によって多くの人、それから、特に観光関連に携わっ

ている従業員の皆さんが生活に困っているという実態を、多くの方から聞いております。

こういった中、県の制度で社会福祉協議会を通して緊急小口資金、総合支援資金など、

こういった貸付制度があります。相当数借入れがあったということも社会福祉協議会か

ら報告を受けております。そういった給付の実態、さらには、この離職された方などに

は住居確保給付金などを通して、家賃制度、家賃の助成、それから就労支援につなげて

いるという支援策があります。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） そのようなことも十分大切だと思います。続けていただ

きたいですし、もっと広く周知していただけたらと思います。といいますのも、皆さん

御存じとは思いますが、１０月、１１月の統計はちょっと探したんですが、まだ出てな

いんですが、１０月の時点で、大変、１０年連続で自殺者数は減少していたのですが、

この６月からやはり急激に増えています。厚生労働省では、自殺はその多くが追い込ま

れた末の死であり、その多くが防ぐことができる社会的な問題であるとして、保健・医

療・福祉・教育・労働その他の関連施策と連携を図り、総合的な自殺対策を推進しよう

としておられます。そうした中で、特に女性が１か月で前年度の⒈８倍も亡くなってい

たりします。先ほども言いましたけど、新たに支援が必要な方っていうのは、急な生活
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の変化によりどこに相談していいか分からない、どうしていいか分からないというまま

一人で悩まれて苦しまれている方というのもあるのではないでしょうか。そういったよ

うな具体的な相談窓口が分からない方たちっていうのは、とてもこういうふうに追い込

まれてしまうということもあると思います。そういった方たちのためへの対策というの

は、この町では取られておられますでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） コロナによって、今年度に入って大幅に自殺者、特に女性、１

０月には前年の⒈８倍ということで聞いております。国も県も自殺対策を急ぐというこ

とも報道で聞いております。当町におきましても、そういった相談コーナーもあります

ので、そういったところをどんどん活用していただきたいと思います。ただ、なかなか、

何ていいますか、相談しにくいっていいますか、やはり相談に申込みをしにくいと思わ

れている現状があると思いますので、そういったところをＰＲしながら、少しでもそう

いう状況が陥らないように、町としてもそれぞれの相談に乗れるようなコーナーをさら

に充実をしたいと思います。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） もうぜひそのようにお願いいたします。厚生労働省も、

一人で悩みを抱え込まずに身近な人や支援機関、自治体の窓口に相談してほしいって呼

びかけておられます。やはり自治体っていうのは、とりでというか大切なところという

か、まずのところですので、先ほど町長が申されてたように、窓口はあっても相談、実

際できないというかしにくい、相談される方は少ない、でも悩んでおられる方はきっと

たくさんいらっしゃる、そういったジレンマが長く続いていると思います。そういった

中でも、子育て支援のところでも出ましたけど、男女共同参画センターとか、そういっ

たような気楽に、相談に行きますよっていう場所ですと、かえって行きにくい。いろん

なこともできるし相談もできるっていうような、男女共同参画センターっていうのはそ

ういうふうにもつくられていますので、町民の方が少しでも相談しやすい、また相談窓

口がはっきりとあると分かるような場所を、多くの方が前から望んでいますので、今回

このように、やっぱり何かあると女性がぐっと伸びる、でも女性だけじゃなく男性も、

それでもやはり男性のほうが、数としては、自殺者を見させていただくと一月の男性の

数というのは大変多い。やはりそれは男性は男性で責任も大きいので、いろんな思いが

あると思います。そういった方が、高齢者は民生委員であったり、いろんな方が注目し

ているというか、声かけやすい状況になってますし、子供さんが小さいうちとか、学校

行ってる間っていうのは、学校等で関わりを持ちやすいのですが、社会人の６５歳まで

の方っていうのは、ちょっと困っても気がに相談できるっていうところが分からないっ

ていうこともございますので、もっともっと、町長申されたように相談できる支援、具

体的に支援できる、していただける方法を、早急な形で取っていただきたいと思います。

それと、コロナ対策の一環の中で、学生っていうのも大変だけど、やはり言えないと
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いうことで、ふるさと便をしていただいて好評だったんですが、働いていても若い方た

ちも、やはり大変な子供さん、たくさん、子供というか青年はいると思います。できれ

ば学生だけでなく、その対象年齢の働いておられる方も、希望があればふるさと便も増

やしていただけたらと思いますが、いかがお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 国の臨時交付金を使って様々な支援策を考えてきたと、やって

きたという現状があります。今後、さらに生活困窮に陥る方も増えるかもしれません。

そういった方の支援策も、今後、充実を図るように、予算上検討してまいりたいと思い

ます。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） ぜひ、そのように悲しい思いをされてる方が一人もでき

ないように努力していただけるよう期待いたします。

それと、関連というかあれなんですが、ＧｏＴｏキャンペーン後の観光業に携わる対

策をお伺いいたします。

この通告書が１２月１日でしたので、ＧｏＴｏキャンペーンが、それまでは来年の１

月までの予約ということでしたが、１２月２日に延期の方向ということで、来年の６月

末までにＧｏＴｏキャンペーンが行われることになったのはなったのですが、やはりそ

の間に、きっちりとその後の対策を考えていただきたい、考えるべきであると思います

が、いかがお考えでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） １１月にはカニシーズンが始まって、例年の８割、９割方戻っ

てきたように感じておったさなか、コロナの第三波ということで、ここにきてキャンセ

ルが出ているような状況があります。ただ、先日もそこの漁港近くの店舗に行ってみま

したら、観光バスが８台ぐらい入っておりました。カニの人気はすごいなという反面、

心配だなという面もあります。いろんな面でコロナの感染予防対策、一方で観光の落ち

込みを取り戻す、そういう観光振興策、両方のスタンスが必要なときだな。特にこの年

末にかけて、一部の民あでは、もう本当にどうしようもないんだという嘆きの声も聞い

ておりますので、そういった実態を改めて聞き取る中で、今後の対らを考えたいと思っ

ております。１１月３０日、それから１２月１日にも、観光関連の事業者の方々とお話

合いの場を持たしていただいております。そこで出た御意見を参考にしながら、町の状

況を見極めつつ、今後の方向性を、支援策を考えていきたいと考えております。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） 今お伺いして少し驚いたのですが、ＧｏＴｏキャンペー

ン中であっても８割、９割ということですか。ＧｏＴｏキャンペーンもあれなんですけ

ど、とても人気があって、今までよりも多いぐらい来ていただいてるのかなと思ったん

ですけど、ＧｏＴｏキャンペーンでさえ１０割にはなっていないということなんですね。
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完全に元には戻っていない。これが本当にＧｏＴｏキャンペーンがなくなってしまって、

どれだけ落ち込むのかなと思うと、本当に怖い思いもいたします。先ほど町長、皆さん

と積極的にいろんな方に会ってくださってますので期待していますが、いろんな、これ

からの地域に合った、皆さんの思いに合った対策を練っていただければと思います。今

の時点ではまだ決まってないと思いますし、ＧｏＴｏトラベルも延びましたので、十分

にいい策を練っていただいて、皆さんが少しでも回復というか、順調に観光業が伸びて

いくように、今日も出ていましたけど、インターネット関連のこととかも関連するかも

しれませんし、そういったところとの、縦横の絡みを十分に上手に活用していただいて、

対策を練っていただければと期待しておりますがどうでしょうか。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 観光振興とコロナ対策は、両方同時にやらなければならないと

いうことで、大変、第三波到来ということで、極めて、何ていいますか、緊張感高まる

時期であると。それに年末を控えて、もう年末がここにきて、正月がそこ、こういう状

況の中で、本当に町民の皆さんと一致協力してコロナの感染しない対策と同時に観光振

興、両方をきっちりと見据えて対らを考えていきます。

○議長（中井 勝君） ５番、浜田直子君。

○議員（５番 浜田 直子君） おっしゃるとおり、まだ６月になったからといってコロ

ナが終息しているとは限らないですし、まだまだ気の許せない状況は続くと思います。

そうした中でもそのような思いで、強くコロナ対策を取っていただき、また同時に観光

業に対するこの地域への対策も練る、考えていただく、いろいろ参画者を増やして、い

ろんないい意見を取り入れていただければと思いますので、観光業だけではないですけ

ど、いろんな面で期待しております。よろしくお願いします。

以上で質問を終わります。

○議長（中井 勝君） これをもって浜田直子君の質問を終わります。

○議長（中井 勝君） 暫時休憩します。３５分まで。

午後２時２１分休憩

午後２時３５分再開

○議長（中井 勝君） それでは、休憩を閉じ再開いたします。

次に、４番、重本静男君の質問を許可いたします。

４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） ４番、重本静男でございます。議長のお許しを得ました

ので、通告に基づきまして質問をさせていただきます。

まず、１つ目であります。新型コロナウイルス感染症対策についてということで。新

型コロナウイルスの感染が拡大する中で、終息のめどが立たない今、本町の町政運営を
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どのように行うかお聞きしたいと思います。まず１つ目、今後の景気対策として本町の

経済を回復するために、各種イベント等を行政が進んで行うべきと思いますが、町長の

見解をお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議員の思いも私の思いも一緒なんですけど、なかなかこのコロ

ナの感染によって思うとおりにイベントの開催ができていないというのが実態でありま

す。本町の今年度のイベントも、ほとんどが中止の中、唯一、対外的にはビーチサッカ

ーが開催されたと、それぐらいかなと思っております。この開催に当たっても１市６町、

麒麟のまちのエリアのみの参加者に参加していただいておるという状況もあります。コ

ロナ対策との調整が非常に難しいというのが現状で、なかなかイベント開催につながっ

ていないということで、特に関連の方々には本当にいろいろな影響が出ているというこ

とで、大変残念な思いをしております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 今回、ちょっと状況が変わりましたので、強くは言えま

せんけど、とにかく何もかも中止ということで、本当に寂しい思いをしております。や

っぱり最大のカニ祭りであるとか、但馬牛まつり、全日本かくれんぼ大会、麒麟獅子マ

ラソン、本当に全て中止になって、本当に何か活気がなくなったというようなことで、

ここを本来、町行政が率先してやっていただきたいと思って、このような質問をさせて

いただきました。

次に、公共交通についてお聞きしたいと思います。本年７月２０日に開催されました

総務産建常任委員会で、担当課よりゆめぐりエクスプレスバスの運行を取りやめたいと

いう連絡が、７月上旬にあったという報告がありました。現在協議中であるとの報告が

あったわけですけど、いよいよ１０月６日、日本交通より発表がありましたけど、湯村

温泉とＪＲ鳥取駅間を結ぶ定期路線バス、ゆめぐりエクスプレスが来年３月末に廃止さ

れるということが決まったとの報道がありました。１９９９年に、鉄道網がない湯村温

泉街の誘客と住民の交通手段確保を目的に、町と全但バス、日本交通でつくる運行協議

会が運行を開始したようであります。

近年の利用状況を見ますと、国道を走っているバスを見ますと二、三人の乗客で、到

底採算が合うわけでもなく、廃止もありかなという思いをしておりました。観光や生活

路線として利用されてきましたが、２２年の歴史に幕を閉じることは誠に残念でありま

す。しかし、今後、車を持たない高齢者や本町推進していくワーケーション事業では、

東京からの誘客は鳥取空港を経由して、湯村温泉をはじめ本町への入り込みを視野に、

新たな交通網の整備が急務と思います。そこで町長の所見をお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） このゆめぐりエクスプレスは平成１１年度から本格運用をされ

ております。当初の目的は、鳥取から湯村温泉までの観光客の移動、さらには高齢者の
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病院の通院など、こういったことが主な目的で利用されてきております。その都度、路

線の在り方、それから運行時間の在り方、そういったものを見直す中で今日に至ってい

るというのが実態であります。

近年、バスの運転手が不足している。特にその運転手不足というのが、日本交通も非

常に運転手が逼迫している中で、ゆめぐりエクスプレスに限らず全ての路線バスの維持

が非常に難しいという中で、今回、見直し、廃止の対象になったということであります。

特に今年度はコロナということもあって利用が激減しているという、そういった背景も

あります。

これに代わる新たな在り方、ワーケーション、テレワークという、そういった時代の

流れもあります。そういった新たな流れに対して、この路線をどう今後見直しを図って

いくか、そういうことで、全但バスを含め、この関連業者とも今後の方針を検討中であ

ります。そういう状況があります。

また、県では豊岡と鳥取間の直通バスも考えているようであります。昨年度も試験的

に運行いたしておりますし、今年度はコロナの関係で動いていないわけでありますけど、

県としては豊岡と鳥取との間の高速道路網を使った直通バス、こういったものも視野に

入れているというのが現状であります。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 結局、このエクスプレスがなくなって、代替案を検討さ

れているかというようなことでお伺いしようと思ったんですけど、今言われたように検

討されていたり、別の方向で運行されるようであります。

これも新聞報道で出ていたわけなんですけど、来年２月にでも、住民の足を確保する

ということで２案示されているようです。その１案として、湯村温泉を始発に、浜坂駅

を通って、岩美駅を通って鳥取駅までという案が示されているようですけど、例えば鳥

取県の県立の病院であるとか、鳥取空港へ経由するという計画はおありでしょうか、お

伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 町長、通告順にやってますので、先に回答されると質問の仕方

がちょっと困ると思うんで、なるべく順序よく回答をお願いします。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 気が利き過ぎてちょっと申し１ありません。

町民の利便性を図る、それから、これまで病院などに通っていた方々の不便に陥らな

いような、そういうことを基本に今後の見直しを図っていきたいと思っておりますが、

これは１市６町、鳥取市も含めて、今後の在り方、麒麟のまちの連携の中で、この交通

体系網についても充実といいますか、お互いがメリットが出るような、そういう方向で

論議をしていきたいと思っております。新温泉町にも観光客やそういった病院利用者の

利便性を図り、なおかつ鳥取市にとってもメリットが出る、そういった、何ていいます

か、両方が非常に有効な、町民利用にとって有効な、そういった路線の見直し、運行形
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態の見直しを、麒麟のまち１市６町とともに論議をしていきたいと思っております。そ

ういう方向で、兵庫県のそういう高速バス路線計画もありますので、そういったところ

も連携を取りながら、不便になることがないように、一層利便性が図れるような解決策

を提案していきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 先ほど麒麟のまち、鳥取県との交流があるところの路線

を使うというようなことがあるんですけど、今現在、９号線、湯村温泉から蒲生、鳥取

というような路線が廃止されたわけで、そこの代替案っていうんですか、はお考えにな

っていませんか、お伺いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） その件については、全但バスと今協議をいたしております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） これも本年９月７日開催の総務産建常任委員会での計画

の策定が示されておりましたけど、公共交通ネットワークの再構築が喫緊の課題である

と思います。これに関して町長の所見をお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） そのネットワークの一環として、１市６町であるとか県の意向、

そういったものを、それから業者、日交それから全但バスとの話合い、こういったもの

をネットワーク全体としてつなげていきたい、そういう思いで論議をさせていただいて

おります。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 先ほど県と協議というのが、県や但馬３市２町、それに

バス事業者が加わってつくる但馬地域公共交通活性化協議会っていうのが発足されてお

りまして、先ほど言いましたように、来年２月に２路線、村岡方面の分と新温泉町の分

と２路線を試験運行するという記事が載っておりました。先ほど、再度になりますけど、

その１路線が新温泉町内からＪＲ鳥取駅をつなぐ路線のようであります。これも２月な

んですけど、住民の足として早急に計画を実行してもらうようにお願いしたいと思いま

す。

次に、３番目の町民バスとタクシー会社の連携する取組の考えはということであれし

とるんですけど、タクシー会社も３事業所ですか、残っているのが。それと、だんだん

とタクシーも乗る方も少なくなったんじゃないかと思っておりまして、町と、要は町民

バスとタクシーのタクシー会社と連携したらという思いでお聞きするんですけど、その

取組のお考えをお聞かせください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） タクシー会社との連携については、但馬地域公共交通活性化協

議会の試験運行において、デマンド型乗合タクシー、車両は９人以下として運行形態を
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検討し、調整を行っております。そういった状況を確認しながら、今後の方向性を見い

だしていきたいと思っております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 今町長おっしゃいましたデマンド方式のバスということ

で、実は私もインターネットでちょっと見てみますと、実際、たつの市がそういったデ

マンド型のタクシーで、要は乗客を運んでいるということであります。これは、やっぱ

り事前に予約をして、家まで来ていただいて行き先まで行く。ただ、これは、どういっ

たらいいんですか、自分だけじゃなくて、やっぱり時間が、１日８便ぐらいありまして、

それに、時間合うように申込みをする。そうすると、何人かの乗り合わせのバス運行と

いうことで行っているということであります。またこれも参考にしていただけたらと思

います。金額も、１乗車２００円、最高で４００円というような定額でやっております

ので、そういったところも参考にしていただけたらと思います。

次に、先ほど言った公共交通計画の策定に向けまして、住民の声を反映させるという

ようなお考えはありませんか、お伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） たつの市のこの乗合タクシーについては、一昨年職員を派遣し

て研究をしてきました。その結果、たつの市の状況と、本町の広域なおかつ点在した集

落の状況を踏まえると、ちょっと導入は難しい、そういう結論を出させていただきまし

た。今後また何らかの形で、そういったところも含めて、いろんな地域の研究をしたい

と思っております。

それから、住民の声を反映させるということは、当然、住民アンケートや、それから

試験運転利用者のアンケート、こういったものを実施してまいりたいと思っております

し、なおかつパブリックコメントも実施をしてまいる、そういった形で住民の声を反映

をさせる予定になっております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 今は、町長の言葉で、たつの市、実際に見に行きたとい

うことで、ちょっと僕のほうが遅れとるようなんですけど、あそこも３路線ぐらいあっ

たみたいですね。それぞれやっぱり時間も変わったり、金額も設定していって、まあう

まくやってるなという思いをしたものですから、参考にしたらと思って報告いたしまし

た。

次に、３番目、高齢者福祉の充実についてということで。御存じのとおり少子高齢化

が急速に進み、本町において高齢化率は、合併当初は２８％で、現在は３９％となり、

といっても、昨日の町長の答弁では、見方によれば４０％を超えているようであります。

県下でいいますと、佐用町に次ぐ２番目に高い比率になっております。現在、現役世代

４人で１人の高齢者を支えておりますけど、２０５５年には、現役世代１人で１人の高

齢者を支えるという予測をなされております。高齢化社会が大変なものになっていくこ
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とは明確であります。それとともに、高齢者福祉の必要性も今よりさらに高くなると思

います。独り暮らしの高齢者が自宅で事故や急病で倒れるなど、あ一の際、迅速な救命

活動が重要であり、高齢化が進む地域住民の命を守る取組を聞きたいと思います。

まず、独り暮らしの高齢者の方が家庭で事故や急病時に通報できるシステムは大変有

効であると思います。本町の緊急通報システムの現状と今後の取組をお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本町における独り暮らしの６５歳以上の世帯が、民生委員の調

査によると約６００世帯以上あると聞いております。そういった中、町では緊急通報シ

ステムの充実が必要だということで取り組んでおります。現状、１１月末現在、新温泉

町で約８０世帯でこのシステムを利用していただいております。

また、今年度、このシステムを民間委託をすることになりました。９月以降、順次、

設置機器の設定変更作業を進めております。現在、約９割作業が完了したということで

あります。この民間委託によって、緊急ボタンを押すことによって消防本部につながる、

そして、これまで美方広域消防本部につながっていたものが、委託先のコールセンター

につながるということで、それから救急車なり消防本部に連絡が入り、出動などを行う、

そういう状況になっております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 今、９０％の切替えが完了ということをお伺いしたわけ

なんですけど、じゃあ、残りの１０％はまだ広域消防本部に通報が入って、以前と同じ

ような状況なものかお伺いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 残り１割については従来どおりの消防本部にコールが入るいう

ことになっておりまして、ほぼほぼ年内をめどに完了予定となっております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） そういったことで、今まで直に広域消防本部、要は救急

車につながっていたものが、民間業者を通すということで、一刻を争う急病時ですね、

通報から民間業者へ、そして広域消防本部へ連絡が入るということであります。という

ことは、出動するロスがあるように思いますけど、民間業者を通すメリットというのは

おありでしょうか、お伺いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この民間に委託することによるメリットについては、担当課長

から説明をしていただきます。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） 民間委託のメリットということで。以前でしたら広域

消防に誤報ということで手間がかかるような状況でありました。経費節減の関係もある

んですけども、そういう誤報の対らの関係で消防署の負担がが減されるということや、
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ナースコールセンターのナースと２４時間３６５日、健康に関する相談なんかも受け付

けておりますし、何もなくても月に１回、そのナースコールセンターから健康状態なん

かの確認をしたりということで対らできるようになっておりますので、利便性が上がっ

てる部分もあるということであります。以上です。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） このシステムはあれですか、機械自体は前のと替わって

新しい機械になったんでしょうか。ということは、ちょっとカタログ見させてもらった

ら、ボタンを押すとナースコールセンターに直接かかるということなんですけど、以前

の機械とは違うものか、お伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） 以前の機械をそのまま継続利用ということになってお

ります。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） そうしますと、例えば本体と、何ですか、胸にぶら下げ

るスイッチ、スイッチっていうんですか、を持って回っとると思うんですけど、それも

変わらなく、もしもこけて電話機まで行かれないときはそのスイッチを押せばつながる

という、そこは変わりありませんか、お伺いします。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） ペンダント型装置ということで、胸からぶら下げたそ

れを押すと同じように通報が行くという形になります。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 分かりました。それのほうがいいんかな、ちょっと不安

なとこがあるんですけど、分かりました。

次に、認知症対策と現状をお聞きしたいわけなんですけど。本町におきまして、認知

症対策ということで、そこに書いてありますけど、サポーター養成講座であるとか、支

援チームの設置であるとか、ＱＲコードつきの名札であるとか、そこら辺りはどのよう

になっておるか、お伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この認知症に対するサポート体制でありますが、現在、認知症

サポーター養成講座を設けて、出前講座として実施をいたしております。講師役として、

活躍、活動していただいておりますキャラバンメイト、これは地域包括支援センターの

職員を含めて４５名おり、４つのグループに分けて活動をしていただいております。そ

のような状況で、特に、グループ、団体、企業、事業所などを対象にして活動をしてい

ただいております。受講延べ人数は約 ２００人という実績になっております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） いろいろとやっぱり考えていただいて、講座をして、４

－５７－



班に分かれて活動するということでお聞きしました。

それと、残りの、ＱＲコードっていうんですか、どっかで行方不明になったりしたと

きに、そういった名札なりバッジなりにそのＱＲコードをつけておれば、どこの誰さん

というのが分かると思うんですけど、本町においてそういったことは行っていないでし

ょうか、お伺いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） このＱＲコードつき名札の配付をいたしております。認知症高

齢者等見守りＳＯＳネットワークを立ち上げております。現在、１２月１日現在で、登

録は１７名となっております。

詳しい内容については、担当課長より報告をいたします。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） ＱＲコードつきの名札の関係につきましては、配付を

しておりません。その代わりと言ってはなんなんですけども、認知症高齢者等見守りＳ

ＯＳネットワークということで、各事業所の皆さんに御協力いただいて、認知症で徘回

されてる方とか、ちょっとどうかなと思うような方を発見した場合、すぐ地域包括支援

センターに報告していただくというシステムを取っておりまして、そういう事業所の皆

さんの協力の中で対らしてるという状況であります。

○議長（中井 勝君） ＱＲコードつきの名札はしていないんですね。

○健康福祉課長（中田 剛志君） はい。

○議長（中井 勝君） 町長の答弁とは違うんですね。

○健康福祉課長（中田 剛志君） はい。

○議長（中井 勝君） ということです。

４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 今、じゃあ、課長の言ってるほうが正しいということで、

それはしてないということであります。今課長が報告しましたけど、やっぱり今スマホ

とかでもＱＲコードつきのあれをすぐ認識できるということもあります。ただやっぱり

名札をしておれば、個人情報とか、どこの誰さんというのがすぐ分かるんだけど、外か

ら見ても分からない、やっぱりそういうふうに通して初めてどこの誰さんというのが分

かるということで、すぐ分かって、誰さんだというのが分かったほうがいいと思うんで

すけど、導入の方向は考えておられませんか、お伺いします。

○議長（中井 勝君） 調整せんでもええか。

○町長（西村 銀三君） 課長のほう。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） 名札の関係であります。以前、すこやかクラブが、会

員の名札ということで配付してつけていたことがありました。日常で名札をずっとつけ

っ放しというのがなかなか難しい部分もあったりということで、今は行っていません。
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その代わり、地域包括支援センターではシール、反射シールですけども、それを、靴３

足なんですけど、それに貼って、登録番号とか電話番号や、個人ができるようにしてお

ります。そういう中で対らしているという状況であります。以上です。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） そういうことであれば、そういった徘回している認知症

の方がおられたら、すぐ包括支援センターに問い合わせすれば誰というのが分かるとい

うことでありますね。再度確認させてください。

○議長（中井 勝君） 中田健康福祉課長。

○健康福祉課長（中田 剛志君） あくまで登録をしていただいてる方ということで、今

現在では１７名となっております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） じゃあ、次の質問に参ります。

安心安全は冷蔵庫にを合い言葉に、持病や服用薬、かかりつけ医、緊急連絡先などの

医療情報を容器に入れて冷蔵庫に保管する救急医療情報キットの導入を御提案したいと

思うんですけど、いかがでしょう。

冷蔵庫ならどの家庭にもありますし、すぐに目につく、外部に事前に個人情報を知ら

せる必要もないので、プライバシーを守れるシステムだと思います。自宅で倒れるなど

あ一の際、迅速な救命活動に役立ててもらうのが狙いで、高齢者化が進む地域住民の命

を守る取組として導入すべきと思いますが、御所見をお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 緊急時、独り住まいの方が倒れた場合の情報、連絡先であると

かそういった緊急情報が書かれた情報の、容器に入れて冷蔵庫に入れておくというもの

であります。救急隊員が駆けつけた場合、いち早く対らができるということで、大変貴

重な便利なものだと考えております。社協では既にもう使っているということも聞いて

おりますので、今後、町としても積極的に推進を図れるよう、運用方法など検討してま

いります。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） この情報っていうのは、私の知り合いのホームヘルパー

から助言されたものでありまして、これをすぐ美方郡広域消防本部に相談に行きました

ところ、消防長との話の中で、お隣の香美町では既に導入されておるということであり

ます。そして、消防長との話の中で、町内のある事業所でも導入されていると聞きまし

た。よいことはまねてよいと思います。町長、こういった、町内での事業所が導入して

いるっていうようなことはお聞きになりましたか、お伺いします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 昨年、救急、ドクターヘリに乗っていらっしゃる濱上医師の講

演がありました、多目的ホールで。そのとき、この救急医療キットのお話をされており
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ます。その後、社協などでも一部使っているようでありますし、一つ問題があるのは、

中のシールの中に玄関に貼るシールがありまして、そのシールが貼ってあれば冷蔵庫に

情報があるよというのが救急隊員が一目で分かるとなっとるんですけど、一方で、不審

者がそれを見ることによっていろんな情報を取ることができるという、そういう心配な

面もあるということも聞いております。

そういうことで、基本的にはあったほうがいいなという、悪い人はあんまり新温泉町

にはいませんので、そういう意味で推進を図って、緊急時の対らに非常に助かるという

ことを、既に使っておられる家庭もありますので、さらに利用を、推進を図っていきた

いと思います。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 僕は先ほどステッカーの話はしなかったんですけど、今

町長がおっしゃったように、玄関の内側、外からじゃ見えるから、玄関を入ったところ

にこういったステッカー、そのステッカーがあれば、このうちの冷蔵庫の中にそういっ

た情報が入ってるよということが分かるように、とにかく病状を説明できないような一

刻を争う事態に、救急隊が患者情報をいち早く把握することで適正な救命活動につなげ

られるということであります。本町におきましても、ぜひともこういった取組をしてい

ただけたらと思います。それで少しでも、どういったらいいですか、命が守れればいい

かなという思いであります。

次に、これもちょっと関連するんですけど、独り暮らしのお年寄りや介護が必要な方

が、今言った情報キットの必要事項の記入が無理の場合、多分無理だと思いますけど、

そのときには介護施設のヘルパーやケアマネジャー、また民生委員・児童委員の方の協

力が必要になります。協力依頼の、そういった人に協力してもらうということに対して

のお考えをお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 高齢者独り住まい、それから御夫婦二人住まいというのも非常

に多いです。 ０００世帯のうち約３割が１人もしくは２人という、こういう町の現状

があります。一方で元気な方もたくさんいらっしゃって、まだまだそこまでは要らんよ

という方もあるわけですけど、基本的にはこの高齢化の流れはもう加速しておりますの

で、支援策が必要だと考えております。現在は民生委員を中心に活動していただいてお

りますが、町の包括支援センターなり、町の保健師なり、そういった方々の支援もいた

だきながら今後充実を図っていきたい、そのように考えております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 民生委員はやっぱり独り暮らしのお年寄りを見守る仕事

があります。そして、毎月１度の定例会で状況を説明しております。個人情報の取扱い

はあ全で、仕事量が増えますけど協力してもらったらと思います。私も主任児童委員を

させていただいたときに、同じ会でそういった報告を聞いていたわけなんですけど、や
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っぱり民生委員は、個人情報を漏らさないということで安心できますし、特に民生委員

を、仕事大変ですけど、お願いしたらと思います。

それと、先ほど言いましたケアマネジャーは、計画っていうんですか、プランを立て

るときに内容をよく知っておりますので、この方はどんなお薬を飲んでるかというよう

なことがよく分かった方だと思いますので、そういった方の協力もしていただけたらと

思います。

次に、これまでから、御近所、区長、町内会長、民生委員など地域の方々に高齢者の

見守りを行っていただいておりますけど、見守りの目を増やすことで高齢者の異変を早

く察知し、早く支援できるため、町内で営業活動を行う事業所の皆さんの協力により高

齢者見守り事業を展開しておりますけど、この現状と今後の取組についてお伺いいたし

ます。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 現在、事業所と町とが連携し合って新温泉町高齢者見守り事業

として推進を図っております。平成２６年の１月にスタートいたしました。現在５２の

事業所、タクシー会社、各種商店、宅配業者などの参加をいただいております。実際に

こういった協力事業所からの通報によって命が助かったという事例もありました。また、

事業者、事業所の皆さんと民生委員、民生児童委員などの出席をいただいた上で連絡会

を年に１回開催いたしております。また、そのときには美方警察からの講演、講義など

もいただいておるというのが実態で、常に情報共有を図っていく中、この見守り事業を

推進している、そのような状況であります。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 今答弁の中で、協力事業者からの通報で命が助かった事

例があるということを聞かせていただきましたけど、実際、どういった、本当に危ない

というときに、その事業者が見つけて助かったっていうことでしょうけど、その状況を

お分かりであればお聞かせください。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 事業者がその家庭に伺ったとき、玄関で高齢者の方が倒れて、

足だけは見えていたと。おかしいなと思って、上がって見させて、勝手に上がらせても

らったわけですけど、前日からそこに倒れたまんまであったということで、救急車を即

呼んで、辛うじて命を取り留めた、こういうことを聞いております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） そういったことで、やっぱり早く見つけて、早く処置を

したら助かるということで、もっともっと増やしていただけたらと思います。先ほど５

２業者ということでありますけど、引き続き協力していただける事業所を増やす努力を

していただきたいと思っております。

次に、災害対策についてであります。昨日の同僚議員の一般質問で、旧味原川の岸田
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川合流点に樋門、水門設置、早期実現を要望するという旨の議論がありました。私も県

職員の方の情報から、県のホームページで検索して、本年１月に兵庫県強靱化計画、こ

れ案ということで示されておりましたけど、強靱化を推進する主な事業の中に味原川事

業概要ということで、河川の改修、築堤、水門ほかとありました。町長はこの件に関し

まして把握されていたかどうかお伺いいたします。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） この味原川の岸田川との合流点における水門の件でありますが、

平成１６年の台風被害のとき、小井津町から味原川下流域の安全対策について、樋門等

の設置の陳情が県土木に出されております。本年度新たに浜坂自治区の会長、役員、そ

れから私も同行させていただいたんですけど、改めて新温泉町土木事務所に出向いて、

味原川の岸田川との合流点における樋門、ポンプの浸水対策についての要望が出されま

した。

土木事務所の返事の中では、兵庫県の社会基盤整備プログラムに上がっているという

ことで、最も効果的な対策を選定したい、事業化に向けて検討していきたいという回答

をいただいております。今年度は取りあえず、取りあえずといいますか、まず第一弾と

して、味原川の岸田川合流点にカメラをつけて現状を確認したい、そういうカメラでも

って現状の実態調査をしたい、それを基本にしながら事業化に向けた効率的な計画をつ

くっていきたい、そういう御返事をいただいております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 昨日、同僚議員の一般質問の後、私も新温泉土木事務所

に出向いてまいりました。それで、昨日答弁もありました、県に町長と浜坂自治会長の

連名で要望書を提出されておりましたのも県の職員に見せていただいて、確認をしてま

いりました。そういったことで、住民挙げて、何とか、どういったらいいですか、味原

川に水門をとにかく造っていただくということを強力に働きかけていただきたいと思い

ます。

私も実は、円山川の支流に六方川という川があります、これの浸水対策ということで、

六方排水機場、要は大きな水門を見てまいりました。円山川は一級河川ということで、

管轄が国土交通省ということで、国土交通省の職員の方の案内で見せていただきました。

円山川からの水を遮断する水門、それと、中にたまった水をかい出す、ポンプでかい出

すんですけど、樋門、六方川に放流する、ああ、違うわ、六方川の水を円山川に放流す

るという大きな水門でありました。どういったらええですか、３０立方メートル、１秒

間に３０立方メートルの水をかい出すということで、単位が分かりませんけど、要はド

ラム缶、これ１５０本分を１秒間に放出するというような大きなポンプを設置しており

ました。これが当然、味原川につける、そういった大きなものをつけるあれはないんで

すけど、やっぱりそういった水門は必要だなという思いでおります。

これからまた浜坂認定こども園のことが議論になろうかと思うんですけど、この ０
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００年に一度の水量、浜坂地区の浸水の状況を示されたわけなんですけど、やっぱり、

どうですか、 ０００年に一度の水量をどに受けて、それを防ぐ対らというのは多分で

きないと思います。ですから、とにかく、その県の方も言ってましたけど、そういった

ときは早期に避難をする、避難を先に考えるということでありました。ですから、その

後、引いてから対処するということで、私もこの水門とポンプを設置して入るほうを止

める、出すほうはポンプでかい出す、そうすれば冠水する道も少なくて済むし、町長、

これ、県のほうに強く要望していただいて、一年でも早く完成といいますか、設置がで

きるように働きかけていただきたいと思います。その辺りいかがでしょう、お聞かせく

ださい。

○議長（中井 勝君） 西村町長。

○町長（西村 銀三君） 当該地域の方々が安心して住めるような、そういった働きかけ

を強くしていきたい、そのように考えております。

○議長（中井 勝君） ４番、重本静男君。

○議員（４番 重本 静男君） 例を出して悪いですけど、やっぱり、先ほど同僚議員、

浜田議員が言ってました、大型遊具を牧場公園につけるのも、私もそういった感じで、

つけてほしいということを言ったわけなんですけど、それほど早くつくとは思ってませ

ん。ただ、何とか大型遊具をつけてくださいって言っておったらやっぱり県も考えてく

れると思いますので、やっぱりそこら辺り、県にどんどん陳情なりお願いをして、仕事

を取ってきていただきたいと思います。

以上で質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（中井 勝君） これをもって重本静男君の質問を終わります。

・ ・

○議長（中井 勝君） お諮りいたします。本日の会議はこの辺で延会したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（中井 勝君） 異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって延会するこ

とに決定しました。

本日はこれで延会します。

次は、１２月１０日木曜日午前９時から会議を開きますので、議会議事堂にお集まり

ください。長時間お疲れさまでした。

午後３時３１分延会
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